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『
賈
誼
新
書
』
譯
註
稿
（
一
）

過
秦
上
(1)

工
藤

卓
司

凡
例

一
、
本
稿
は
、
『
賈
誼
新
書
』
過
秦
上
篇
の
譯
註
で
あ
り
、
校
定
し
た
本
文
・
訓

讀
文
・
現
代
語
譯
・
校
語
・
語
釋
を
載
せ
る
。

二
、
底
本
は
、
四
部
叢
刊
本
（
上
海
商
務
印
書
館
縮
印
江
南
圖
書
館
藏
明
正
德
〔
十
年

（
一
五
一
五
）
〕
長
沙
刊
本
）
を
用
い
て
、
以
下
の
諸
本
と
對
校
し
た
。

・
〔
明
〕
何
孟
春
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』（
明
・
正
德
十
五
年
〔
一
五
二
〇
〕

張
志
湻
序
）

・
〔
明
〕
程
榮
輯
『
漢
魏
叢
書
』
本
（
明
・
萬
曆
二
十
年
〔
一
五
九
二
〕
）

・
〔
明
〕
周
子
義
等
輯
『
子
彙
』
本
（
上
海
涵
芬
樓
影
印
明
萬
曆
四
年
〔
一
五

七
六
〕
～
五
年
〔
一
五
七
七
〕
刻
本
）

・
〔
明
〕
胡
維
新
輯
『
兩
京
遺
編
』
本
（
上
海
涵
芬
樓
影
印
明
萬
曆
十
年
〔
一

五
八
二
〕
刻
本
）

・
明
末
仁
和
朱
圖
隆
刊
本

・
『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
本
（
清
・
乾
隆
四
十
七
年
〔
一
七
八
二
〕
刊
）

・
〔
清
〕
盧
文
弨
輯
『
抱
經
堂
叢
書
』
本
（
清
・
乾
隆
四
十
九
年
〔
一
七
八
四
〕
、

百
部
叢
書
集
成
本
）

・
〔
清
〕
王
謨
輯
『
增
訂
漢
魏
叢
書
』
本
（
清
・
乾
隆
五
十
六
年
〔
一
七
九
一
〕

金
谿
王
氏
刻
八
十
六
種
本
）

・
『
和
刻
本
諸
子
大
成
』
本
（
寛
政
五
年
〔
一
七
九
三
〕
校
正
補
刻
）

・
〔
清
〕
王
耕
心
『
賈
子
次
詁
』（
光
緒
二
十
九
年
〔
一
九
〇
三
〕
刊
）

な
お
、
本
文
中
の
（

）
内
の
文
字
は
刪
去
し
た
文
字
、
〔

〕
内
の
文
字

は
增
益
し
た
文
字
を
示
し
て
い
る
。

三
、
そ
の
他
、
以
下
の
諸
書
を
參
考
に
し
た
。

〇
『
賈
誼
新
書
』
の
校
點
本
及
び
譯
注

・
山
口
察
常
譯
注
『
國
譯
賈
誼
新
書
』
、
『
國
譯
漢
文
大
成
（
經
子
史
部
）
』

第
一
八
卷
（
東
京
：
國
民
文
庫
刊
行
會
、
一
九
二
四
年
三
月
）

・
祁
玉
章
『
賈
子
新
書
校
釋
』（
臺
北
：
自
印
本
、
一
九
七
四
年
一
二
月
）

・
呉
雲
・
李
春
台
校
注
『
賈
誼
集
校
注
』（
鄭
州
：
中
州
古
籍
出
版
社
、
『
中
州

古
籍
叢
書
』
、
一
九
八
九
年
五
月
）
及
び
『
賈
誼
集
校
注
（
增
訂
版
）
』（
天
津

：
天
津
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）
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・
賈
誼
著
、
王
洲
明
・
徐
超
校
注
『
賈
誼
集
校
注
』（
北
京
：
人
民
文
學
出
版

社
、
『
新
注
古
代
文
學
名
家
集
』
、
一
九
九
六
年
一
一
月
）

・
賈
誼
著
、
李
爾
鋼
譯
注
『
新
書
全
譯
』（
貴
陽
：
貴
州
人
民
出
版
社
、
『
中
國

歷
代
名
著
全
譯
叢
書
』、
一
九
九
八
年
一
二
月
）

・
饒
東
原
注
譯
、
黄
沛
榮
校
閲
『
新
譯
新
書
讀
本
』（
臺
北
：
三
民
書
局
、『
古

籍
今
注
新
譯
叢
書
』
、
一
九
九
八
年
）

・
董
治
安
主
編
『
兩
漢
全
書
』
第
一
冊
（
濟
南
：
山
東
大
學
出
版
社
、
一
九
九

九
年
九
月
）
、
劉
曉
東
整
理
「
賈
誼
」
、
頁
二
七
四
～
四
七
八
。

・
賈
誼
撰
、
方
向
東
集
解
『
賈
誼
集
匯
校
集
解
』（
南
京
：
河
海
大
學
出
版
社
、

『
隨
園
薪
積
叢
書
・
南
京
師
範
大
學
古
代
文
學
專
業
系
列
研
究
叢
書
』
、
二
〇
〇

〇
年
六
月
）

・
賈
誼
撰
、
閻
振
益
・
鍾
夏
校
注
『
新
書
校
注
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
『
新

編
諸
子
集
成
』
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）

・
賈
誼
著
、
彭
昊
・
趙
勖
校
點
『
賈
誼
集
』
、
湖
湘
文
庫
編
輯
委
員
會
『
賈

誼
集
・
賈
太
傅
新
書
』（
長
沙
：
嶽
麓
書
社
、
二
〇
一
〇
年
九
月
）
、
頁
一
～

一
四
五

・
徐
超
・
王
洲
明
譯
注
、
安
平
秋
審
閲
『
賈
誼
文
選
譯
』（
南
京
：
鳳
凰
出

版
社
、
修
訂
版
『
古
代
文
史
名
著
選
譯
叢
書
』
、
二
〇
一
一
年
五
月
）

・
賈
誼
著
、
王
洲
明
注
評
『
新
書
』（
南
京
：
鳳
凰
出
版
社
、
『
歷
代
名
著
精
選

集
』
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）

・
方
向
東
譯
注
『
新
書
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
『
中
華
經
典
名
著
全
本
全
注
全

譯
叢
書
』
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）

・
徐
瑩
注
説
『
新
書
』（
鄭
州
：
河
南
大
學
出
版
社
、
『
國
學
新
讀
本
』
、
二
〇
一

六
年
一
〇
月
）

〇
そ
の
他
の
テ
ク
ス
ト

・
林
家
驪
注
譯
、
陳
滿
銘
校
閲
『
新
譯
賈
長
沙
集
』（
臺
北
：
三
民
書
局
、『
古

籍
今
注
新
譯
叢
書
』
、
一
九
九
六
年
）

・
〔
漢
〕
司
馬
遷
撰
、
〔
宋
〕
裴
駰
集
解
、
〔
唐
〕
司
馬
貞
索
隱
、
〔
唐
〕
張

守
節
正
義
『
史
記
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
九
月
）

・
大
阪
大
學
懷
德
堂
文
庫
復
刻
刊
行
會
監
修
『
史
記
雕
題
（
上
）
』（
大
阪
：

懷
德
堂
・
友
の
會
、
『
懷
德
堂
文
庫
復
刻
叢
書
』
四
、
一
九
九
一
年
三
月
）

・
〔
漢
〕
班
固
撰
、
〔
唐
〕
顏
師
古
注
『
漢
書
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六

二
年
六
月
）

・
瀧
川
龜
太
郎
『
史
記
會
注
考
證
』（
臺
北
：
大
安
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
一

二
月
）

・
司
馬
遷
著
、
野
口
定
男
・
頼
惟
勤
・
近
藤
光
男
・
吉
田
光
邦
譯
『
史
記
』

上
（
東
京
：
平
凡
社
、『
中
國
古
典
文
學
大
系
』
第
一
〇
卷
、
一
九
六
八
年
二
月
）

・
司
馬
遷
著
、
野
口
定
男
譯
『
史
記
』
中
（
東
京
：
平
凡
社
、
『
中
國
古
典
文

學
大
系
』
第
一
一
卷
、
一
九
六
九
年
一
〇
月
）

・
吉
田
賢
抗
著
『
史
記
一
（
本
紀
）
』（
東
京
：
明
治
書
院
、
『
新
釋
漢
文
大
系
』

三
八
、
一
九
七
三
年
二
月
）

・
吉
田
賢
抗
著
『
史
記
七
（
世
家
下
）
』（
東
京
：
明
治
書
院
、『
新
釋
漢
文
大
系
』

八
七
、
一
九
八
二
年
二
月
）

・
司
馬
遷
著
、
小
竹
文
夫
・
小
竹
武
夫
譯
『
史
記
１
（
本
紀
）
』（
東
京
：
筑

摩
書
房
、
一
九
九
五
年
四
月
）
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・
司
馬
遷
著
、
小
竹
文
夫
・
小
竹
武
夫
譯
『
史
記
４
（
世
家
下
）
』（
東
京
：

筑
摩
書
房
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
）

・
班
固
著
、
小
竹
武
夫
譯
『
漢
書
４
（
列
傳
Ⅰ
）
』（
東
京
：
筑
摩
書
房
、
一

九
九
八
年
一
月
）

・
〔
唐
〕
李
善
注
『
文
選
（
附
考
異
）
』（
臺
北
：
藝
文
印
書
館
、
二
〇
一
二
年
三

月
）

・
小
尾
郊
一
著
『
文
選
（
文
章
編
）
六
』（
東
京
：
集
英
社
、『
全
釋
漢
文
大
系
』

第
三
一
卷
、
一
九
七
六
年
二
月
）

・
〔
唐
〕
歐
陽
詢
撰
『
藝
文
類
聚
』（
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年

五
月
新
二
版
）

・
〔
唐
〕
魏
徴
・
蕭
德
言
撰
『
羣
書
治
要
』（
日
本
元
和
刊
本
）
、
卷
一
一
（
國

立
國
會
圖
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

・
〔
唐
〕
魏
徴
・
蕭
德
言
撰
『
諸
子
治
要
』（
臺
北
：
世
界
書
局
、『
哲
學
叢
書
』
、

二
〇
一
八
年
八
月
）
、
卷
一
〇
、
「
賈
子
」
、
頁
一
九
四
～
二
〇
〇

・
〔
南
唐
〕
馬
總
著
『
意
林
』（
臺
北
：
世
界
書
局
、
『
哲
學
叢
書
』
、
二
〇
一
八

年
八
月
）
、
卷
二
、
「
賈
誼
新
書
八
卷
」
、
頁
三
四

・
〔
宋
〕
李
昉
等
撰
『
太
平
御
覽
』（
北
京
：
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
二
月
）

・
〔
清
〕
兪
樾
撰
『
諸
子
平
議
』（
臺
北
：
世
界
書
局
、
『
中
國
思
想
名
著
』
、
一

九
九
一
年
五
月
）
、
卷
二
七
～
卷
二
八
、
「
賈
子
一
」
～
「
賈
子
二
」
、
頁

三
一
七
～
三
三
八

・
〔
清
〕
孫
詒
讓
『
札
迻
』（
臺
北
：
世
界
書
局
、『
中
國
學
術
名
著
』
第
二
輯
（
讀

書
劄
記
叢
刊
第
一
集
第
五
冊
、
一
九
七
五
年
五
月
三
版
）
、
卷
七
、
頁
二
八
七

～
二
八
九

・
陶
鴻
慶
撰
『
讀
諸
子
札
記
』（
臺
北
、
世
界
書
局
、
『
中
國
學
術
名
著
』
第
五

輯
（
思
想
名
著
二
編
第
七
冊
）
、
十
（
賈
誼
新
書
）
、
頁
二
九
七
～
三
一
六

・
劉
師
培
『
賈
子
新
書
斠
補
（
附
逸
文
輯
補
・
羣
書
治
要
引
・
賈
子
新
書
校
文
）
』
、

劉
師
培
編
著
『
劉
申
叔
先
生
遺
書
（
二
）
』（
臺
北
：
京
華
書
局
、
一
九
七
〇

年
）
、
頁
一
一
六
五
～
一
五
一
七

新
書
卷
第
一

（
１
）

漢
長
沙
太
傅
賈
誼
撰

（
２
）

過
秦
上

事
勢

（
３
）

1
-
1

秦
孝
公
據
崤
函
之
固
、
擁
雍
州
之
地
、
君
臣
固
守
、
以
窺
周
室
、
有
席
卷

（
４
）(

５)

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

天
下
、
包
舉
宇
内
、
囊
括
四
海
之

意
、
并
吞
八
荒
之
心
。
當
是
時
也
、
商

（
１
０
）

（
１
１
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

君
佐
之
、
内
立
法
度
、
務
耕
織
、
脩
守
戰
之
（
具
）
〔
備
〕
、
外
連
衡
而
闘

（
１
６
）

（
１
７
）

（
１
８
）

（
１
９
）

（
２
０
）

諸
侯
。
於
是
秦
人
拱
手
而
取
西
河
之

外
。

（
２
１
）

（
２
２
）

秦
の
孝
公

崤
函
の
固
め
に
據
り
、
雍
州
の
地
を
擁
し
て
、
君
臣
は
固
く
守

こ
う
か
ん

り
て
、
以
て
周
室
を
窺
ひ
、
天
下
を
席
卷
し
、
宇
内
を
包
舉
し
、
四
海
を
囊
括

ほ
う
き
ょ

の
う
か
つ

す
る
の
意
、
八
荒
を
并
吞
す
る
の
心
有
り
。
是
の
時
に
當
た
る
や
、
商
君

之
を
佐
け
、
内
に
は
法
度
を
立
て
、
耕
織
に
務
め
て
、
守
戰
の
備
を
脩
め
、

た
す

外
に
は
連
衡
し
て
而
し
て
諸
侯
を
闘
は
し
む
。
是
に
於
い
て
秦
人

手
を
拱

れ
ん
こ
う

こ
ま
ね

き
て
而
し
て
西
河
の
外
を
取
れ
り
。
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【
現
代
語
譯
】

秦
の
孝
公
は
崤
山
と
函
谷
關
の
要
害
を
據
り
ど
こ
ろ
と
し
、
雍
州
の
地
を
領

有
し
て
、
君
臣
共
に
固
く
守
り
、
周
王
室
を
侮
り
見
て
、
天
下
の
土
地
を
片

端
か
ら
攻
め
取
り
、
天
下
を
包
み
こ
ん
で
、
四
海
の
内
を
全
て
手
中
に
収
め

た
い
と
い
う
意
志
、
八
方
の
僻
遠
の
地
を
も
併
呑
し
よ
う
と
い
う
心
づ
も
り

が
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
當
た
っ
て
、
商
君
が
そ
れ
を
補
佐
し
、
内
政
上
は
法

度
を
作
り
、
農
業
や
繊
維
産
業
に
力
を
注
ぎ
、
防
戰
の
備
を
整
え
る
と
と
も

に
、
外
交
上
は
連
衡
し
て
諸
侯
を
互
い
に
戰
わ
せ
た
。
こ
う
し
て
、
秦
人
は

何
も
せ
ず
に
、
西
河
の
外
を
奪
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
書
名
に
つ
い
て
は
、
何
本
は
「
賈
太
傅
新
書
」
、
子
彙
本
・
和
刻
本
は
「
賈
子
新

書
」
、
兩
京
遺
編
本
・
王
耕
心
本
は
「
賈
子
」
に
作
る
。
ま
た
「
卷
第
一
」
は
、
何
本
は

「
卷
之
一
」
、
子
彙
本
は
「
卷
上
」
、
四
庫
全
書
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
卷
一
」
、
王

耕
心
本
は
「
弟
一
」
に
作
っ
て
下
に
「
内
篇
一
」
と
有
る
。

（
２
）
「
漢
長
沙
太
傅
賈
誼
撰
」
、
子
彙
本
は
著
者
名
を
缺
く
が
、
程
本
・
朱
本
・
王
謨
本

・
和
刻
本
は
「
漢
雒
陽
賈
誼
著
」
、
四
庫
全
書
本
は
「
漢
賈
誼
撰
」
、
盧
本
は
「
梁
太
傅
賈

誼
撰
」
に
作
る
。
ま
た
、
著
者
名
の
他
、
程
本
に
は
「
明
新
安
程
榮
校
」
、
朱
本
に
は
「
明

仁
和
黄
甫
龍
・
新
安
唐
琳
仝
訂
」
、
王
謨
本
に
は
「
新
城
陳
希
祖
校
」
、
和
刻
本
に
は
「
錢

震
瀧
閲
」
と
校
閲
者
の
名
を
記
し
て
あ
り
、
何
本
と
王
耕
心
本
は
そ
れ
ぞ
れ
「
郴
陽
何
孟

春
訂
註
」・
「
正
定
王
耕
心
次
詁
」
と
の
み
有
る
。

（
３
）
何
本
は
篇
名
の
前
に
「
事
勢
篇
」
と
有
り
、
王
耕
心
本
は
篇
名
の
下
に
「
弟
一
」

と
有
り
。
王
耕
心
は
「
舊
と
弟
、
同
じ
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

（
４
）「
據
」
、
何
本
は
「

」
、
程
本
・
子
彙
本
・
和
刻
本
は
「
嬢
」
に
作
る
。「

」「
嬢
」

は
、
「
據
」
に
同
じ
。

（
５
）
「
崤
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・

『
羣
書
治
要
』
卷
一
一
（
史
記
）
・
『
賈
長
沙
集
』
・
王
耕
心
本
は
「
殽
」
に
作
る
。
王
耕

心
は
「
盧
本
、
『
殽
』
は
『
崤
』
に
作
る
も
、
史
記
・
漢
書
・
文
選
は
文
の
ご
と
く
、
左

傳
と
合
す
。
是
な
り
。
今
改
正
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
が
、
『
尚
書
』
秦

誓
・
『
韓
非
子
』
存
韓
に
は
「
崤
」
に
作
る
の
で
、
今
、
改
め
ず
。

（
６
）
「
函
」
、
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
は
「
凾
」
、
王
耕
心
本
は
「
粲
」
に
作
る
。

「
凾
」「
粲
」
、
「
函
」
に
同
じ
。

（
７
）「
以
」
、『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
羣
書
治
要
』
は
「
而
」
、

王
耕
心
本
は
「
㠯
」
に
作
る
。
王
耕
心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
・
漢
書
、
『
㠯
』
は
『
而
』

に
作
る
も
、
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
陳
渉
世
家
・
文
選
は
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に

仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）。

（
８
）
「
窺
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
王
耕
心
本
は
「
闚
」
、
何
本
は
「
臓
」
、
兩
京
遺

編
本
は
「
哮
」
に
作
る
。
王
耕
心
は
「
『
闚
』
、
盧
本
は
『
窺
』
に
作
る
も
、
漢
書
は
文
の

ご
と
し
。
是
な
り
。
今
、
改
正
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
『
集
韻
』
に
は

「
窺
は
、
通
じ
て
闚
に
作
る
」
と
有
る
が
、
『
存
文
解
字
』
段
註
に
は
「
闚
」
に
つ
い
て
、

「
閃
な
り
、
此
（
闚
）
と
窺
と
は
義
別
な
り
。
窺
は
、
小
視
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
「
閃
」
は
樣
子
を
覗
き
見
る
の
意
だ
が
、
「
窺
」
に
は
、
侮
り
見
る
の
意
が

有
る
。
今
、
改
め
ず
。

（
９
）
「
席
卷
」
、
『
藝
文
類
聚
』
帝
王
部
一
（
總
載
帝
王
）
所
引
の
過
秦
論
で
は
「
卷
席
」

に
作
る
。
古
籍
中
で
は
「
席
卷
」
の
方
が
使
用
例
が
多
く
、
「
卷
席
」
の
場
合
は
『
後
漢

書
』
に
見
え
る
よ
う
に
薄
葬
を
意
味
す
る
。
從
っ
て
、
今
、
改
め
ず
。

（
１
０
）
「
括
」
、
程
本
・
朱
本
は
「
栝
」
に
作
る
が
、
「
栝
」
は
、
「
檜
」
も
し
く
は
「
矢

の
弓
の
弦
を
掛
け
る
部
分
」
で
あ
る
か
ら
誤
り
。
『
太
平
御
覽
』
兵
部
五
一
（
拒
守
下
）
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で
は
「
嚢
括
」
の
上
に
「
有
」
字
有
り
。

（
１
１
）「
之
意
」
、『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
無
し
。
王
耕
心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
、『
意
』

は
『
志
』
に
作
る
。
漢
書
は
『
之
意
』
の
二
字
無
し
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
文
選
は
同

じ
。
是
な
り
。
今
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
「
意
」
に
つ
い
て

は
、
今
の
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
は
字
の
四
部
叢
刊
本
に
同
じ
。
も
し
、「
席
卷
天
下
」「
包

擧
宇
内
」
「
嚢
括
四
海
」
「
并
呑
八
荒
」
の
四
句
を
對
句
と
す
る
な
ら
ば
「
之
意
」
は
無
く

て
も
よ
い
が
、
「
席
卷
天
下
」
と
「
包
擧
宇
内
」
、
「
嚢
括
四
海
之
意
」
と
「
并
呑
八
荒
之

心
」
が
そ
れ
ぞ
れ
相
對
す
る
と
す
れ
ば
、
「
之
意
」
は
削
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
今
、
改

め
ず
。

（
１
２
）
「
并
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
兩
京
遺
編
本
・
盧
本
・
王
耕
心
本
は
「
幷
」

に
作
る
。「
并
」「
幷
」
、
通
ず
。

（
１
３
）「
荒
」、
兩
京
遺
編
本
は
「

」
に
作
る
。
「
荒
」「

」
、
同
じ
。

（
１
４
）
「
也
」
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
に
は
『
也
』
字
無
し
」
と
言
う
。
『
史
記
』
秦
始
皇

本
紀
・
『
羣
書
治
要
』
・
兩
京
遺
編
本
・
『
賈
長
沙
集
』
は
無
し
。
王
耕
心
は
「
史
記
秦
始

皇
本
紀
は
『
也
』
字
無
し
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
陳
渉
世
家
・
漢
書
・
文
選
は
同
じ
。

是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
今
、
改
め
ず
。

（
１
５
）「
商
」
、『
太
平
御
覽
』
兵
部
五
一
（
拒
守
下
）
は
「
啇
」
に
訛
る
。

て
き

（
１
６
）
『
太
平
御
覽
』
兵
部
五
一
（
拒
守
下
）
で
は
「
内
」
の
上
に
「
命
」
字
有
り
。

（
１
７
）
「
脩
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』

・
『
羣
書
治
要
』
・
『
太
平
御
覽
』
兵
部
五
一
（
拒
守
下
）
・
朱
本
・
『
賈
太
傅
集
』
・
王
耕
心

本
は
「
修
」
に
作
る
。
「
脩
」
「
修
」
、
同
じ
。

（
１
８
）
「
備
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
「
具
」
に
作
り
、
『
文
選
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙

本
・
朱
本
・
四
庫
全
書
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
も
同
じ
。
盧
文
弨
は
「
潭
本
は
史

記
に
從
ひ
て
『
備
』
に
作
る
」
と
言
う
。
し
か
し
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家

・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
羣
書
治
要
』
・
『
太
平
御
覽
』
兵
部
五
一
（
拒
守
下
）
・
兩
京

遺
編
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
王
耕
心
本
は
「
備
」
に
作
る
。
王
耕
心
は
「
盧
本
、
『
備
』
は

『
具
』
に
作
り
、
文
選
は
同
じ
。
史
記
・
漢
書
は
文
の
ご
と
し
。
是
な
り
。
今
、
改
正
す
」

と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
『
廣
韻
』
に
「
具
、
備
な
り
」
と
有
る
が
、
『
史
記
』

『
漢
書
』
皆
な
「
備
」
に
作
る
の
で
、
今
、
改
め
る
。

（
１
９
）
「
衡
」
、
『
羣
書
治
要
』
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
は
「
濃
」
に
作
る
。

（
２
０
）「
闘
」
、『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』

・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
四
庫
全
書
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
王
耕
心
本
は
「
鬭
」
、
『
太
平

御
覽
』
兵
部
五
一
（
拒
守
下
）
は
「
適
」
、
和
刻
本
は
「
鬪
」
に
作
る
。

（
２
１
）
「
侯
」
、
何
本
・
程
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
は
「
贍
」
、
兩
京
遺
編
本
・
四
庫

全
書
本
は
「

」
、『
賈
長
沙
集
』
・
王
謨
本
は
「
矦
」
に
作
る
。

（
２
２
）
『
藝
文
類
聚
』
帝
王
部
一
（
總
載
帝
王
）
所
引
の
過
秦
論
で
は
「
於
是
秦
人
拱

手
而
取
西
河
之
外
」
を
缼
く
。

【
過
秦
】
應
劭
は
「
賈
生
の
書
に
過
秦
二
篇
有
り
て
、
秦
の
過
を
言
へ
り
。
此

れ
第
一
篇
な
り
。
司
馬
遷

取
り
て
以
て
贊
と
爲
し
、
班
固
も
之
に
因
れ
り
」
と

言
う
（
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
注
）
。
何
孟
春
は
「
漢
書
、
誼
の
此
の
篇
を
載
せ
、

應
劭
、
『
此
れ
誼
の
書
の
第
一
篇
の
名
な
り
』
と
曰
ふ
。
誼
の
本
傳
に
、
文
帝

初
め
て
召
す
に
愽
士
と
爲
す
と
あ
り
。
愽
士
は
秦
官
な
り
。
因
り
て
過
秦
論
を

著
し
て
、
以
て
秦
の
過
を
論
ず
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）
。
い
ず
れ
も
「
過
」

を
過
失
の
意
と
す
る
よ
う
だ
が
、
「
過
」
は
山
口
察
常
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
責

め
尤
む
る
」
意
で
あ
ろ
う
（
『
國
譯
賈
誼
新
書
』
）
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
は
「
善

『賈誼新書』譯註稿（一）過秦上（１）（工藤）



80

き
か
な
、
賈
生
の
推
し
て
之
を
言
ふ
や
」
と
し
て
、
過
秦
論
を
引
く
が
下
篇
→

上
篇
→
中
篇
の
順
序
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
陳
渉
世
家
で
は
、
前
漢
の
元
帝

・
成
帝
期
の
褚
少
孫
（
生
卒
年
未
詳
）
が
「
地
形
の
險
阻
な
る
は
、
固
め
と
爲
す

所
以
な
り
。
兵
革
刑
法
は
、
治
を
爲
す
所
以
な
り
。
し
か
れ
ど
も
猶
ほ
未
だ
恃

む
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
夫
れ
先
王
は
仁
義
を
以
て
本
と
爲
し
て
、
而
し
て
固
塞

文
法
を
以
て
枝
葉
と
爲
せ
ば
、
豈
に
然
ら
ざ
ら
ん
や
。
吾
れ
賈
生
の
稱
し
て
曰

ふ
を
聞
く
」
と
し
て
上
篇
の
み
を
載
せ
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
贊
は
「
昔
賈
生

の
過
秦
に
曰
く
」
と
し
て
や
は
り
上
篇
の
み
を
引
い
て
い
る
。
三
篇
か
、
二
篇

か
に
つ
い
て
は
議
論
が
有
る
。
後
、
三
國
魏
の
曹
丕
（
一
八
七
～
二
二
六
）
『
典

語
』
に
「
余
れ
賈
誼
の
過
秦
論
を
觀
て
、
周
秦
の
得
失
を
發
き
、
古
今
の
滯
義

に
通
じ
、
洽
す
に
三
代
の
風
を
以
て
し
、
潤
す
に
聖
人
の
化
を
以
て
す
、
斯
れ

う
る
ほ

作
者
と
謂
ふ
べ
き
な
り
」
と
あ
っ
た
ら
し
く
（
『
太
平
御
覽
』
文
部
一
一
、
論
所
引
）
、

ま
た
、
『
三
國
志
』
呉
志
闞
澤
傳
に
「
（
孫
）
權
嘗
て
問
ふ
、
『
書
傳
篇
賦
、
何
れ

の
者
美
と
爲
す
か
』
と
。（
闞
）
澤

諷
撩
し
て
以
て
治
亂
を
明
ら
か
に
せ
ん
と

欲
し
て
、
因
り
て
賈
誼
の
過
秦
論

最
も
善
し
と
對
ふ
れ
ば
、
權

焉
を
覽
讀
す
」
、

さ
ら
に
は
南
朝
梁
の
劉
勰
（
生
卒
年
未
詳
）
『
文
心
雕
龍
』
論
存
に
も
「
陸
機
の

辨
亡
は
、
過
秦
に
效
ふ
も
而
も
及
ば
ず
、
然
れ
ど
も
亦
た
其
れ
美
し
」
と
有
る
。

過
秦
論
が
多
く
の
讀
者
を
獲
得
し
、
模
倣
の
對
象
に
ま
で
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
『
文
選
』
が
過
秦
論
を
收
載
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
中
井
積
德
（
一
七
三
二
～
一
八
一
七
）
は
「
賈
生
の
論
、

多
く
事
實
を
失
ひ
、
瑕
疵
極
め
て
多
し
。
子
長
（
司
馬
遷
）
の
之
を
善
し
と
せ
し

は
、
何
ぞ
や
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
（
『
史
記
雕
題
』
）
。
錢
福
（
一
四
六
一
～
一

五
〇
四
）
は
「
秦
の
始
終
興
亡
の
故
は
盡
く
此
の
篇
に
在
り
」
と
評
し
て
い
る
（
朱

本
、
欄
外
註
）
が
、
賈
誼
の
「
過
秦
」
の
目
的
は
歷
史
敍
述
に
は
無
い
。
こ
の
點

に
つ
い
て
は
明
の
楊
愼
（
一
四
八
八
～
一
五
五
九
）
が
、
「
賈
誼
の
過
秦
は
以
て
漢

を
諭
す
な
り
。
陸
機
の
辨
亡
は
以
て
晉
を
警
す
る
な
り
」
と
述
べ
る
通
り
で
あ

ろ
う
。

【
孝
公
】
戰
國
時
代
の
秦
の
君
主
（
前
三
八
一
～
前
三
三
八
、
前
三
六
一
～
前
三
三

八
在
位
）
、
姓
は
嬴
、
名
は
渠
梁
。
李
斯
「
諫
逐
客
書
」
に
「
孝
公

商
鞅
の
法

を
用
う
れ
ば
、
風
を
移
し
俗
を
易
へ
、
民
は
以
て
殷
盛
に
し
て
、
國
は
以
て
富

か

彊
、
百
姓
は
用
い
ら
る
る
を
樂
し
み
、
諸
侯
は
親
服
し
、
楚
・
魏
の
師
を
獲
、

地
を
舉
ぐ
る
こ
と
千
里
、
今
に
至
る
ま
で
治
彊
」（
『
史
記
』
李
斯
列
傳
）
と
有
り
、

『
淮
南
子
』
要
略
に
も
「
秦
國
の
俗
は
、
貪
狼
強
力
、
義
寡
く
し
て
而
し
て
利

に
趨
け
ば
、
威
す
に
刑
を
以
て
す
べ
き
も
、
而
も
化
す
に
善
を
以
て
す
べ
か
ら

お
ど

ず
。
勸
む
に
賞
を
以
て
す
べ
き
も
、
而
も
厲
す
に
名
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
。
險

は
げ
ま

に
被
は
れ
て
而
し
て
河
を
帶
び
、
四
塞
以
て
固
め
と
爲
せ
ば
、
地
利
は
形
便
に

し
て
、
畜
積
は
殷
富
な
り
。
孝
公
は
虎
狼
の
勢
を
以
て
し
て
而
し
て
諸
侯
を
吞

ま
ん
と
欲
す
、
故
に
商
鞅
の
法

焉
に
生
ぜ
り
」
と
有
る
。
唐
の
呂
延
濟
（
生
卒

年
未
詳
）
は
「
秦
は
孝
公
に
至
り
て
益
す
彊
盛
な
り
、
故
に
先
づ
之
を
述
ぶ
」

と
言
っ
て
い
る
（
『
五
臣
註
文
選
』
）
。

【
崤
函
】
「
崤
」
は
崤
山
（
河
南
省
靈
寶
）
、
「
函
」
は
函
谷
關
（
河
南
省
洛
寧
）
。

韋
昭
は
「
『
殽
』
は
二
殽
を
謂
ふ
。
『
函
』
は
、
函
谷
關
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記

集
解
』
、
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
所
引
）
。
顏
師
古
は
「
『
殽
』
は
殽
山
を
謂
ひ
、

今
の
陝
縣
の
東
の
二
殽
是
れ
な
り
。『
函
』
は
函
谷
を
謂
ひ
、
今
の
桃
林
縣
の
南
、

洪
溜
澗
是
れ
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
ま
た
『
史
記
』
留
侯
世
家
に
「
關

中
は
殽
函
を
左
と
し
」
云
々
と
有
り
、
張
守
節
も
ま
た
、
「
『
殽
』
は
、
二
殽
の

山
な
り
、
洛
州
永
寧
縣
西
北
二
十
八
里
に
在
り
。
函
谷
關
は
陝
州
桃
林
縣
の
西

南
十
二
里
に
在
り
」
と
言
う
（
『
史
記
正
義
』
）
。
何
孟
春
が
「
按
ず
る
に
、
春
秋
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の
時
、
崤
・
桃
林
は
晉
の
地
に
し
て
、
秦
の
有
す
る
と
こ
ろ
に
非
ざ
る
な
り
」

と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅
新
書
』
）
の
は
、
孔
安
國
の
「
『
崤
』
は
、
晉
の
要
塞
な
り
」

に
本
づ
く
も
の
か
（
『
尚
書
』
秦
誓
傳
）
。
『
春
秋
左
氏
傳
』
僖
公
三
十
二
年
傳
に

「
蹇
叔
の
子
、
師
に
與
る
。（
蹇
叔
）
哭
し
て
而
し
て
之
を
送
り
て
曰
く
、
『
晉

あ
づ
か

人

師
を
禦
ぐ
に
必
ず
殽
に
於
い
て
せ
ん
。
殽
に
二
陵
有
り
。
其
の
南
陵
は
夏
后

ふ
せ

皋
の
墓
に
し
て
、
其
の
北
陵
は
文
王
の
風
雨
を
辟
け
し
所
な
り
。
必
ず
是
の
間

さ

に
死
せ
ん
。
余
れ
爾
の
骨
を
收
め
ん
』
と
。
秦
の
師

遂
に
東
せ
り
」
と
有
り
、

翌
年
夏
に
晉
は
秦
を
殽
に
敗
っ
て
い
る
。
即
ち
、
『
尚
書
』
秦
誓
序
の
「
秦
の
穆

公

鄭
を
伐
ち
し
に
、
晉
の
襄
公

師
を
帥
ゐ
て
諸
を
崤
に
敗
り
、
還
歸
り
て
、

か

へ

秦
誓
を
作
る
」
で
あ
る
。
ま
た
、
『
韓
非
子
』
存
韓
な
ど
に
は
「
崤
塞
」
の
語
が

見
え
る
。

【
雍
州
】
現
在
の
陝
西
省
・
甘
肅
省
を
含
む
地
域
。『
呂
氏
春
秋
』
有
始
覽
に
「
何

を
か
九
州
と
謂
ふ
。（
中
略
）
西
方
を
雍
州
と
爲
す
、
秦
な
り
」
と
有
り
、
『
史

記
』
秦
本
紀
の
孝
公
元
年
に
「
秦
は
僻
に
し
て
雍
州
に
在
り
」
と
有
る
。

【
窺
周
室
】
『
戰
國
策
』
秦
策
、
秦
武
王
謂
甘
茂
に
「
秦
の
武
王
、
甘
茂
に
謂
ひ

て
曰
く
、『
寡
人
は
車
し
て
三
川
に
通
じ
て
、
以
て
周
室
を
窺
は
ん
と
欲
す
れ
ば
、

而
ち
寡
人
は
死
し
て
も
朽
ち
ざ
ら
ん
か
」
と
有
り
、
『
史
記
』
樗
里
子
甘
茂
列
傳

に
も
同
じ
話
を
載
せ
て
い
る
。
高
誘
は
「
『
周
室
』
は
、
洛
邑
の
王
城
な
り
、
今

の
河
南
縣
な
り
」
と
言
い
、
鮑
彪
は
「
蓋
し
之
を
取
ら
ん
と
欲
す
」
と
言
う
（
『
戰

國
策
』
注
）
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
「
洛
邑
を
取
る
」
と
言
う
に
止
ま
ら
ず
、「
窺
」

に
は
「
小
視
」（
『
存
文
解
字
』
）
の
意
も
有
る
こ
と
か
ら
、
周
室
の
力
を
侮
る
の

意
と
し
て
お
く
。

【
席
卷
】
莚
を
卷
く
よ
う
に
片
端
か
ら
土
地
を
攻
め
る
こ
と
。
春
秋
緯
に
「
諸

侯
は
冰
散
し
席
卷
す
」
と
言
い
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
所
引
）
、
李
善
は
『
春

秋
握
誠
圖
』
か
ら
同
じ
言
葉
を
引
い
て
い
る
（
『
文
選
』
注
）
。

【
宇
内
】
あ
め
の
し
た
、
天
下
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
「
宇
内
を
經
理
す
」

と
有
る
。

【
囊
括
】
袋
に
入
れ
て
口
を
括
る
よ
う
に
全
て
を
包
み
込
む
こ
と
。
裴
駰
『
史

記
集
解
』（
秦
始
皇
本
紀
）
・
『
漢
書
』
顏
師
古
注
・
『
文
選
』
李
善
注
は
共
に
、
張

晏
の
「
『
括
』
は
、
嚢
を
結
ぶ
な
り
。
其
の
能
く
天
下
を
包
み
含
む
を
言
ふ
」
と

言
う
を
引
く
。

【
四
海
】
『
尚
書
』
禹
貢
に
「
四
海
會
同
」
と
有
り
、
『
尚
書
正
義
』
は
「
夷
・

狄
・
戎
・
蠻
、
之
を
四
海
と
謂
ふ
。
但
し
天
子
の
夷
狄
に
於
け
る
や
、
華
夏
と

風
を
同
じ
く
せ
ず
、
故
に
『
四
海
』
は
『
四
海
の
内
』
を
謂
へ
る
を
知
る
」
と

言
う
。

【
八
荒
】
八
方
の
僻
遠
の
地
。
顏
師
古
は
「
『
八
荒
』
は
、
八
方
荒
忽
極
遠
の
地

な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。「
離
騒
」
に
「
四
荒
」
と
有
り
、
王
注
は
「
『
荒
』

は
、
遠
な
り
」
と
言
い
、
『
存
苑
』
辨
物
に
「
八
荒
の
内
に
四
海
有
り
て
、
四
海

の
内
に
九
州
有
り
」
と
有
る
。

【
商
君
】
公
孫
鞅
（
前
三
九
〇
～
前
三
三
八
）
、
戰
國
時
代
の
政
治
家
。
司
馬
貞
は

「
商
君
は
、
衞
の
公
孫
鞅
、
秦
に
仕
へ
て
左
庶
長
と
爲
り
、
遂
に
秦
の
た
め
に

法
を
制
し
、
孝
公

覇
を
致
し
て
、
之
を
商
に
封
ず
れ
ば
、
商
君
と
號
す
」
と
言

い
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
、
顏
師
古
も
「
衞
鞅
な
り
、
商
に
封
ぜ
ら
る
」

と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
衞
鞅
が
魏
か
ら
秦
に
入
っ
た
の
は
、
孝
公
元
年
（
前
三

六
一
）
で
あ
る
。
同
三
年
に
は
、
「
衞
鞅
、
孝
公
に
法
を
變
へ
刑
を
修
め
、
内
に

は
耕
稼
を
務
め
、
外
に
は
戰
死
の
賞
罰
を
勸
め
よ
と
存
け
ば
、
孝
公
は
之
を
善

し
と
す
。
甘
龍
・
杜
摯
は
然
ら
ず
、
相
ひ
與
に
之
を
爭
ふ
。
卒
に
鞅
の
法
を
用

い
、
百
姓

之
に
苦
し
む
も
、
居
る
こ
と
三
年
す
れ
ば
、
百
姓

之
を
便
と
す
。

『賈誼新書』譯註稿（一）過秦上（１）（工藤）
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乃
ち
鞅
を
拜
し
て
左
庶
長
と
爲
す
」
と
有
り
、
二
十
二
年
に
商
（
今
の
陝
西
省
商

洛
市
）
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
『
史
記
』
秦
本
紀
）
。
『
賈
誼
新
書
』
時
變
に
も
「
商

君
は
禮
義
に
違
ひ
て
、
倫
理
を
棄
て
、
心
を
進
取
に
幷
せ
て
、
之
を
行
ふ
こ
と

二
艢
、
秦
の
俗

日
に
敗
る
」
と
有
る
。
し
か
し
、
「
商
君

秦
に
相
た
る
こ
と
十

年
、
宗
室
貴
戚
に
怨
望
す
る
者
多
」
く
、
孝
公
が
薨
去
す
る
と
失
脚
、
一
旦
は

魏
へ
の
逃
亡
を
試
み
る
も
入
國
を
拒
ま
れ
、
商
で
反
亂
を
起
こ
し
た
が
鄭
黽
池

で
殺
さ
れ
、
そ
の
遺
體
は
車
裂
と
な
っ
た
（
商
君
列
傳
）
。
故
に
『
韓
詩
外
傳
』

卷
一
に
「
商
鞅
は
法
を
峻
し
く
し
て
而
し
て
支
解
に
あ
ふ
」
と
有
る
。

き
び

【
法
度
】『
賈
誼
新
書
』
階
級
に
「
法
度
之
臣
」
と
有
る
。『
論
語
』
堯
曰
に
「
審

法
度
」
と
有
り
、
朱
熹
は
「
法
度
は
、
禮
樂
制
度
皆
な
是
れ
な
り
」
と
言
う
（
『
論

語
集
注
』
）
が
、
こ
こ
で
は
禮
樂
は
含
ま
な
い
。
皇
疏
に
「
法
度
は
、
治
國
す
べ

き
の
制
典
を
謂
ふ
な
り
」
と
言
う
（
『
論
語
義
疏
』
）
。
法
律
制
度
の
意
。

【
耕
織
】
田
畑
を
耕
す
こ
と
と
、
機
を
織
る
こ
と
。
『
呂
氏
春
秋
』
上
農
に
「
后

は
た

稷
、『
耕
織
に
務
む
る
所
以
の
者
、
以
て
本
教
と
爲
す
な
り
』
と
曰
ふ
」
と
有
る
。

『
史
記
』
商
君
列
傳
に
「
力
を
僇
は
せ
業
に
本
づ
き
、
耕
織
し
て
粟
帛
を
致
す

あ

こ
と
の
多
き
者
は
其
の
身
を
復
す
」
と
有
る
。

【
連
衡
】
張
儀
（
？
～
前
三
〇
九
）
が
蘇
秦
の
合
縱
策
に
對
抗
し
て
主
導
し
た
、

秦
と
戰
國
六
國
と
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
結
ば
せ
る
術
策
。
司
馬
貞
は
「
戰
國
策

に
『
蘇
秦
も
亦
た
秦
の
た
め
に
連
衡
を
い
ふ
』
と
曰
ひ
、
高
誘
は
『
關
東
の
從

を
合
し
て
之
を
秦
に
通
ぜ
し
む
、
故
に
連
衡
と
曰
ふ
な
り
』」
と
言
う
（
『
史
記
索

隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
。
李
善
も
「
戰
國
策
に
、
蘇
秦
、
秦
王
に
存
き
て
曰
く
、
『
始

め
て
將
に
連
横
せ
ん
と
す
』
と
。
高
誘
曰
く
、
『
關
東
の
從
を
合
し
て
、
之
を
秦

に
通
ぜ
し
む
、
故
に
連
横
と
曰
ふ
な
り
』
と
。
文
穎
曰
く
、『
關
西
を
橫
と
爲
す
』

と
。
衡
、
音
は
橫
な
り
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。
こ
こ
に
見
え
る
『
戰
國
策
』

は
秦
策
中
の
記
事
、
文
穎
注
は
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
の
注
。

【
拱
手
而
取
西
河
之
外
】
顏
師
古
は
「
其
の
功
力
を
費
や
さ
ざ
り
し
を
言
ふ
な

り
」
と
言
う
。
「
拱
手
」
は
、
こ
こ
で
は
手
を
胸
前
に
組
み
相
手
に
敬
意
を
示
す

動
作
で
は
な
く
、
手
を
組
ん
で
何
も
し
な
い
、
「
別
に
努
力
す
る
こ
と
な
き
」
意

（
山
口
察
常
『
國
譯
賈
誼
新
書
』
）
。
「
西
河
」
に
つ
い
て
は
、
『
尚
書
正
義
』
禹
貢

に
「
河
は
雍
州
の
東
に
在
る
も
而
も
之
を
西
河
と
謂
ふ
は
、
龍
門
の
河
は
冀
州

の
西
界
に
在
り
、
故
に
之
を
西
河
と
謂
ふ
」
と
有
り
、
「
西
河
」
は
河
西
の
地
、

現
在
の
陝
西
省
華
陰
縣
一
帶
を
指
す
。
從
っ
て
、
「
西
河
の
外
」
と
は
、
そ
れ
よ

り
も
東
側
の
地
域
を
指
す
こ
と
に
な
る
が
、
『
史
記
』
に
は
孝
公
二
十
二
年
（
前

二
四
〇
）
の
出
來
事
と
し
て
、
魏
の
惠
王
が
「
河
西
の
地
」
を
秦
に
割
讓
し
た

と
い
う
記
事
が
有
る
（
商
君
列
傳
）
。
中
井
積
德
は
、
こ
の
點
に
つ
い
て
も
「
秦

の
西
河
の
外
を
取
り
し
は
、
全
て
戰
鬪
の
功
に
頼
り
し
も
の
な
れ
ば
、
賈
生
の

言
は
事
實
を
失
へ
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
『
史
記
雕
題
』
）
。

1
-
2

孝
公
歿

没
、
惠
文
〔
王
〕
・

武
〔
王
〕
・

昭

襄
〔

王
〕
蒙
故
業
、
因

遺

策
、

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）
（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）
（
９
）

南

取
漢
中
、
西
舉
巴
蜀
、
東
割
膏
腴
之
地
、

北
收
要
害
之
郡
。
諸

侯

恐
懼
、

（
１
０
）

（
１
１
）

（
１
２
）

會

盟
而
謀
弱
秦
、
不
愛

珍

器
重
寶
・
肥

饒
之
地
、

以
致
天
下
之
士
、

（
１
３
）

（
１
４
）
（
１
５
）

（
１
６
）

（
１
７
）

合
從
締
交
、
相

舉

爲
一
。

（
１
８
）

孝
公

歿
に
没
し
、
惠
文
王
・
武
王
・
昭
襄
王
は
故
業
を
蒙
り
、
遺
策
に
因

り
、
南
の
か
た
漢
中
を
取
り
、
西
の
か
た
巴
蜀
を
舉
げ
、
東
の
か
た
膏
腴
の

こ

う

ゆ

地
を
割
き
、
北
の
か
た
要
害
の
郡
を
收
む
。
諸
侯
は
恐
懼
し
、
會
盟
し
て
而

さ

し
て
秦
を
弱
め
ん
こ
と
を
謀
り
、
珍
器
重
寶
・
肥
饒
の
地
を
愛
し
ま
ず
し
て
、

を

以
て
天
下
の
士
を
致
し
、
合
從
し
て
交
は
り
を
締
び
て
、
相
ひ
舉
げ
て
一
と

む
す
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爲
れ
り
。

【
現
代
語
譯
】

孝
公
が
没
す
る
と
、
惠
文
王
・
武
王
・
昭
襄
王
が
孝
公
の
先
例
を
引
き
繼
い

で
、
遺
策
に
從
い
、
南
は
漢
中
を
取
り
、
西
は
巴
蜀
を
奪
い
、
東
は
豐
饒
の

地
を
切
り
取
り
、
北
は
要
害
の
郡
を
手
に
入
れ
た
。
諸
侯
は
恐
れ
お
の
の
き
、

同
盟
し
て
秦
を
弱
め
よ
う
と
謀
り
、
珍
器
重
寶
や
豐
か
な
土
地
を
惜
し
氣
も

な
く
投
げ
出
し
て
、
天
下
の
士
を
招
き
寄
せ
、
合
從
し
て
同
盟
關
係
を
結
ん

で
、
連
合
軍
を
結
成
し
た
。

（
１
）
「
福
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
四
庫
全

書
本
・
和
刻
本
は
「
既
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
朱
本
・
盧
本
・
王
耕
心
本

は
「
服
」
に
作
る
。
「
没
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・

朱
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
沒
」
、
盧
本
は
「
貫
」
に
作
る
。
な
お
、
『
羣

書
治
要
』
は
「
孝
公
福
没
」
の
四
字
無
し
。

（
２
）
「
惠
文
王
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
「
惠
文
」
に
作
り
、
『
文
選
』
・
何
本
・
程
本
・

朱
本
・
四
庫
全
書
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
同
じ
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣

書
治
要
』
・
兩
京
遺
編
本
は
「
文
」
字
無
く
、
子
彙
本
は
「
文
王
」
二
字
無
し
。
陳
渉
世

家
は
「
文
」
の
下
に
「
王
」
字
有
り
。
「
惠
文
王
」
・
「
惠
王
」
共
に
諸
文
獻
に
見
え
、
過

秦
上
篇
に
お
け
る
「
文
」
の
有
無
に
つ
い
て
は
判
斷
し
難
い
。
た
だ
、
「
王
」
字
に
つ
い

て
は
、
『
史
記
』
の
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
雙
方
に
有
る
の
で
補
う
べ
き
だ
ろ
う
。

（
３
）
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
羣
書
治
要
』
・
兩
京
遺
編
本
は
「
武
」
の

下
に
「
王
」
字
有
り
。
今
、
補
う
。

（
４
）「
昭
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』・
兩
京
遺
編
本
は
無
し
。

（
５
）
「
襄
」
、
盧
文
弨
は
「
案
ず
る
に
、
『
襄
』
字
は
衍
な
ら
ん
。
下
に
『
始
皇
奮
六
世

之
餘
烈
』
と
云
ひ
、
張
晏
、
孝
公
・
惠
文
王
・
武
王
・
昭
王
、
倂
び
に
後
の
孝
王
・
莊
襄

王
を
數
へ
て
六
世
と
爲
す
。
史
記
陳
渉
世
家
は
誤
ら
ず
。
而
る
に
始
皇
本
紀
は
則
ち
『
惠

王
・
武
王
』
に
作
り
、
潭
本
も
亦
た
同
じ
」
と
言
う
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世

家
・
『
文
選
』
・
『
羣
書
治
要
』・
何
本
・
兩
京
遺
編
本
・
『
賈
長
沙
集
』
は
「
襄
」
字
無
し
。

中
井
積
德
は
「
漢
書
は
『
惠
文
昭
襄
蒙
故
業
』
に
作
る
。
下
文
の
『
九
國
之
師
』
は
、
昭

襄
の
世
に
當
た
れ
ば
、
則
ち
相
ひ
應
ず
る
爲
に
は
、
此
に
『
昭
襄
』
を
削
る
は
、
恐
ら
く

は
非
な
ら
ん
」
（
『
史
記
雕
題
』
）
、
王
耕
心
は
「
盧
本
、
（
「
昭
襄
」
）
下
に
『
王
』
字
有
り
。

諸
家
、
此
の
句
脱
誤
多
し
。
惟
だ
漢
書
は
文
の
ご
と
し
（
『
惠
文
武
昭
襄
』
）
。
是
な
り
。

今
、
改
正
す
。
盧
氏
は
亦
た
襄
を
㠯
て
衍
文
と
爲
す
も
、
非
な
り
」
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁

一
）
、
祁
玉
章
も
「
『
襄
』
は
衍
文
に
非
ず
」
（
『
賈
子
新
書
校
釋
』
）
と
言
う
。
「
昭
襄
王
」

・
「
昭
王
」
共
に
諸
文
獻
に
見
え
る
の
で
、
今
、
改
め
ず
。

（
６
）
「
王
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
無
く
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』
・
『
漢

書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
『
賈
長

沙
集
』
・
四
庫
全
書
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
も
無
し
。
上
の
「
惠
文
」
・
「
武
」
に
「
王
」

有
れ
ば
、
今
、
陳
渉
世
家
・
盧
本
に
據
っ
て
補
う
。

（
７
）
「
蒙
」
、
『
羣
書
治
要
』
・
『
賈
長
沙
集
』
は
「
輩
」
、
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
王
謨
本

は
「
葭
」
に
作
る
。

（
８
）「
遺
」
、
兩
京
遺
編
本
は
「
纐
」
に
作
る
。

（
９
）「
策
」
、『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』
は
「
册
」
に
作
る
。
王
耕
心
は
「
史

記
秦
始
皇
本
紀
、
『
策
』
は
『
冊
』
に
作
る
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家
も
同
じ
。
是

な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
『
集
韻
』
に
「
册
は
、

策
な
り
」
と
有
る
。

『賈誼新書』譯註稿（一）過秦上（１）（工藤）
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（
１
０
）
「
取
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』
は
「
兼
」
に
作
る
。
王
耕
心
は

「
史
記
秦
始
皇
本
紀
、
『
取
』
は
『
兼
』
に
作
る
。
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家
も
同
じ
。

是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
今
、
『
史
記
』
陳
渉

世
家
等
に
據
っ
て
改
め
ず
。

（
１
１
）
「
北
」
、
盧
文
弨
は
「
史
記
は
『
北
』
字
無
し
」
と
言
う
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本

紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』・
『
羣
書
治
要
』
は
無
し
。
兪
樾
は
「
史

記
に
は
『
北
』
字
無
し
、
是
な
り
。
文
選
に
『
北
』
字
有
り
て
、
李
善
注
は
李
斯
の
上
書

の
『
惠
王
は
張
儀
の
計
を
用
い
て
、
西
の
か
た
巴
蜀
を
幷
せ
、
南
は
漢
中
を
取
り
、
東
の

か
た
成
皐
の
險
に
據
り
て
、
膏
腴
の
壤
を
割
く
』
と
曰
ふ
を
引
く
も
、
亦
た
『
北
』
字
無

し
。
蓋
し
、
要
害
の
郡
は
即
ち
成
皐
の
險
を
指
せ
ば
、
東
に
在
り
て
北
に
在
ら
ざ
れ
ば
、

則
ち
『
北
』
字
は
衍
文
な
り
」
と
言
う
（
『
諸
子
平
議
』
、
賈
子
一
）
。
し
か
し
、
王
耕
心

は
「
諸
家
は
『
北
』
字
無
く
、
文
選
は
同
じ
な
れ
ど
、
盧
本
は
文
の
ご
と
し
。
兪
氏
は
『
北
』

字
無
き
を
㠯
て
是
と
爲
す
。
愚
按
ず
る
に
、
此
の
數
句
悉
く
李
斯
の
諫
逐
客
書
に
本
づ
け

り
。
李
書
は
本
と
『
北
の
か
た
上
郡
を
收
む
』
に
作
る
、
是
れ
な
り
。
諸
家
『
北
』
字
無

き
は
、
誤
り
な
り
。
兪
存
は
尤
も
考
を
失
へ
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子

次
詁
』
校
詁
一
）
。
祁
玉
章
も
「
上
郡
は
秦
の
北
邊
に
在
り
、
故
に
『
北
收
』
と
曰
へ
り
」

と
言
う
（
『
賈
子
新
書
校
釋
』
）
。
王
・
祁
二
存
に
從
う
。
な
お
、
『
藝
文
類
聚
』
帝
王
部
一

（
總
載
帝
王
）
所
引
の
過
秦
論
で
は
「
孝
公
服
没
～
北
收
要
害
之
郡
」
を
缼
く
。

（
１
２
）
「
侯
」
、
何
本
・
程
本
は
「

」
、
兩
京
遺
編
本
・
四
庫
全
書
本
は
「

」
、
王

謨
本
は
「
矦
」
に
作
る
。

（
１
３
）
「
會
」
、
兩
京
遺
編
本
・
盧
本
は
「
同
」
に
作
る
。
盧
文
弨
は
「
史
記
、
『
同
』

は
『
會
』
に
作
る
」
と
言
う
。
王
耕
心
は
「
盧
本
、
『
會
』
は
『
同
』
に
作
る
も
、
諸
家

は
文
の
ご
と
し
。
是
な
り
。
今
、
改
正
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
今
、
原

文
に
據
る
。

（
１
４
）
「
珍
」
、
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
は
「
珎
」
に
作
る
。
「
珎
」
は
「
珍
」
の
俗
字

（
『
玉
篇
』
）。

（
１
５
）
「
器
」
、
何
本
・
程
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
噐
」
、
子
彙
本
は
「

」
に
作

る
。
「
噐
」
は
「
器
」
の
俗
字
（
『
玉
篇
』
）
。

（
１
６
）
「
饒
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』
・
『
賈
長
沙
集
』
は
「
美
」
に
作

る
。
王
耕
心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
、
『
饒
』
は
『
美
』
に
作
る
も
、
盧
本
は
文
の
ご
と

く
、
諸
家
も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

「
肥
饒
」
は
『
韓
非
子
』
存
林
下
や
『
管
子
』
八
觀
に
も
見
え
る
が
、
「
肥
美
」
と
い
う

語
句
は
前
漢
武
帝
期
以
降
か
。
今
、
原
文
に
據
る
。

（
１
７
）
「
以
」
、
王
耕
心
本
は
「
㠯
」
に
作
る
。

（
１
８
）
「
舉
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』

・
『
羣
書
治
要
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
四
庫

全
書
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
與
」
に
作
る
。
兪
樾
は
「
明
の
吉

府
本
は
『
相
舉
爲
一
』
に
作
る
。
『
舉
』
と
『
與
』
は
古
へ
通
用
す
る
も
、
『
舉
』
に
作
る

者

必
ず
古
本
な
ら
ん
」
と
言
う
（
『
諸
子
平
議
』
、
賈
子
一
）
。
祁
玉
章
も
「
『
舉
』
は
、

讀
み
て
『
與
』
と
爲
す
。
『
舉
』
・
『
與
』
は
古
へ
通
ず
。
禮
記
禮
運
に
『
選
賢
與
能
』
と

あ
り
、
大
戴
禮
記
王
言
に
は
『
選
賢
舉
能
』
に
作
る
。
周
禮
師
氏
『
王
舉
則
從
』
鄭
注
に

『
故
書
の
「
舉
」
、
「
與
」
に
爲
る
』
と
あ
り
し
は
、
是
れ
其
の
例
な
り
」
と
言
う
（
『
賈

子
新
書
校
釋
』
）
。
今
、
兪
・
祁
存
に
從
っ
て
改
め
ず
。

【
惠
文
王
・
武
王
・
昭
襄
王
】
顏
師
古
は
「
惠
文
王
は
、
孝
公
の
子
な
り
。
武

王
は
、
惠
文
王
の
子
な
り
。
昭
襄
王
は
、
武
王
の
弟
な
り
」
と
言
い
（
『
漢
書
』
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注
）
、
李
善
も
「
史
記
曰
く
、
『
孝
公
卒
し
て
、
子
の
惠
文
王
立
つ
。
卒
し
て
子

の
武
王
立
つ
。
卒
し
て
異
母
弟
を
立
て
、
是
れ
昭
襄
王
と
曰
ふ
な
り
』
と
」
と

言
う
（
『
文
選
』
注
）
。
惠
文
王
（
前
三
五
六
～
前
三
一
一
、
前
三
三
八
～
前
三
一
一
在

位
、
姓
は
嬴
、
名
は
駟
）
は
、
秦
で
初
め
て
「
王
」
號
を
用
い
た
君
主
、
張
儀
や

司
馬
錯
を
重
用
し
て
、
巴
蜀
・
漢
中
を
支
配
下
に
収
め
、
子
の
武
王
（
前
三
二
九

～
前
三
〇
七
、
前
三
一
一
～
前
三
〇
七
在
位
、
姓
は
嬴
、
名
は
蕩
）
・
昭
襄
王
（
前
三
二

五
～
前
二
五
一
、
前
三
〇
六
～
前
二
五
一
在
位
、
姓
は
嬴
、
名
は
稷
）
の
時
代
を
切
り

拓
い
た
。
李
斯
「
諫
逐
客
書
」
は
「
惠
王
は
張
儀
の
計
を
用
い
て
、
三
川
の
地

を
拔
き
、
西
の
か
た
巴
蜀
を
并
せ
、
北
の
か
た
上
郡
を
收
め
、
南
の
か
た
漢
中

を
取
り
、
九
夷
を
包
み
、
鄢
・
郢
を
制
し
、
東
の
か
た
成
皋
の
險
に
據
り
て
、

膏
腴
の
壤
を
割
き
、
遂
に
六
國
の
從
を
散
じ
て
、
之
を
し
て
西
面
し
て
秦
に
事

へ
し
め
て
、
功
の
施
す
こ
と
今
に
到
れ
り
。
昭
王
は
范
睢
を
得
て
、
穰
侯
を
廢

し
て
、
華
陽
を
逐
ひ
、
公
室
を
彊
く
し
て
、
私
門
を
杜
し
、
諸
侯
を
蠶
食
し
て
、

秦
を
し
て
帝
業
を
成
さ
し
め
し
」
と
言
う
（
『
史
記
』
李
斯
列
傳
）
。

【
蒙
故
業
、
因
遺
策
】
「
故
業
」
・
「
遺
策
」
は
、
孝
公
以
來
の
事
業
・
政
策
の

こ
と
。

【
南
取
漢
中
】
『
史
記
』
秦
本
紀
に
「
（
惠
文
王
）
〔
後
〕
十
三
年
、（
中
略
）
又
た

楚
の
漢
中
を
攻
め
、
地
六
百
里
を
取
り
、
漢
中
郡
を
置
く
」
と
有
る
。
漢
中
は

現
在
の
陝
西
省
漢
中
市
一
帶
。

【
西
舉
巴
蜀
】
『
史
記
』
秦
本
紀
に
「
（
惠
文
王
）
〔
後
〕
九
年
、
司
馬
錯
、
蜀
を

伐
ち
、
之
を
滅
ぼ
す
」
と
有
る
。
巴
は
現
在
の
重
慶
市
一
帶
、
蜀
は
四
川
地
方
。

【
東
割
膏
腴
之
地
】
「
膏
腴
」
は
土
地
が
肥
沃
で
あ
る
こ
と
。
『
史
記
』
秦
本
紀

に
「
（
惠
文
王
）
〔
前
〕
六
年
、
魏
、
陰
晉
を
納
れ
、
陰
晉
更
め
て
寧
秦
と
名
づ

く
。（
中
略
）
〔
前
〕
八
年
、
魏
、
河
西
の
地
を
納
る
。
九
年
、
河
を
渡
り
、
汾

陰
・
皮
氏
を
取
る
。（
中
略
）
〔
後
〕
八
年
、
伐
ち
て
趙
の
中
都
・
西
陽
を
取
る
。

十
年
、（
中
略
）
伐
ち
て
韓
の
石
章
を
取
る
」
、
「
（
武
王
）
四
年
、
宜
陽
を
抜
き
、

斬
首
す
る
こ
と
六
萬
。
河
を
渉
り
、
武
遂
に
城
き
づ
く
」
な
ど
と
有
る
。
さ
ら

に
、
昭
襄
王
の
時
代
と
も
な
る
と
、
白
起
を
起
用
し
、
東
方
諸
國
へ
の
壓
迫
を

更
に
強
め
て
い
く
。

【
北
收
要
害
之
郡
】
『
史
記
』
秦
本
紀
に
「
（
惠
文
王
）
〔
前
〕
十
年
、
張
儀
秦
に

相
た
り
。
魏
、
上
郡
十
五
縣
を
納
る
。
十
一
年
、
義
渠
を
縣
と
す
。（
中
略
）
伐

ち
て
義
渠
の
二
十
五
城
を
取
る
」
等
と
有
る
。
後
、
昭
襄
王
の
時
、
義
渠
は
北

地
郡
と
な
っ
て
い
る
。
北
地
郡
は
現
在
の
陝
西
省
西
北
部
か
ら
甘
肅
省
東
部
、

寧
夏
回
族
自
治
區
に
ま
た
が
る
地
域
。
上
郡
は
現
在
の
陝
西
省
楡
林
市
南
部
。

【
會
盟
而
謀
弱
秦
】『
史
記
』
秦
本
紀
に
よ
れ
ば
、
惠
文
王
後
七
年
（
前
三
一
八
）

に
、
韓
・
趙
・
魏
・
燕
・
齊
が
匈
奴
を
率
い
て
共
に
秦
を
攻
め
た
が
、
函
谷
關

で
撃
退
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
襄
王
十
一
年
（
前
二
九
六
）
に
は
、
齊
・
韓
・
魏

・
趙
・
宋
・
中
山
の
五
國
が
秦
を
攻
め
た
が
、
鹽
氏
ま
で
侵
攻
し
た
が
、
や
は

り
秦
に
敗
れ
て
い
る
。

【
合
從
締
交
】
裴
駰
は
、
『
漢
書
音
義
』
に
「
締
は
、
結
な
り
」
と
言
う
の
を
引

き
（
『
史
記
集
解
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
、
顏
師
古
も
同
じ
く
、
「
締
は
、
結
な
り
」
と

言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
李
善
は
「
文
穎
曰
く
、
『
關
東
を
從
と
爲
す
』
と
。
張
晏

曰
く
、『
締
は
、
連
結
す
る
な
り
、
徒
帝
の
切
な
り
』
と
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。

1
-
3

當
此
之
時
、
齊
有
孟
檬
、
趙
有
平
原
、
楚
有
春
申
、
魏
有
信
陵
。
此
四
君

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

者
、
皆
明

智
而
忠
信
、
寬
厚
而
愛
人
、
尊
賢
而
重
士
、
約
從
離
衡
、
兼

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

・
魏
・
燕
・
〔
楚
・
齊
・
〕
趙
・
宋
・
衞
・
中
山
之
衆
。
於
是
六

國

之
士
、

（
９
）

（
１
０
）

『賈誼新書』譯註稿（一）過秦上（１）（工藤）
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有

越

・
徐
尚
・

蘇

秦
・
杜
赫
之
（
属
）〔

屬

〕
爲
之

謀

、
齊
明
・
周

最

（
１
１
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

・
陳
軫
・

召

滑
・

樓

緩
・
翟
景
・

蘇

厲
・
樂
毅
之
徒
通
其
意
、
寞
起
・
孫

（
１
６
）

（
１
７
）

（
１
８
）

褥
・

帶

佗

・
（
倪
）〔

兒

〕
良
・
王
廖
・
田
忌
・

廉

頗
・

趙

奢
之
（
属
）

(

１
９)

（
２
０
）
（
２
１
）

（
２
２
）

（
２
３
）

（
２
４
）

〔

朋

〕
制
其
兵
、

檬

以

十

倍
之
地
・
百
萬
之

師

、

仰

牘

而
攻
秦
。

（
２
５
）

（
２
６
）

（
２
７
）
（
２
８
）

（
２
９
）

（
３
０
）
（
３
１
）

此
の
時
に
當
た
り
て
、
齊
に
孟
檬
有
り
、
趙
に
平
原
有
り
、
楚
に
春
申
有
り
、

魏
に
信
陵
有
り
。
此
の
四
君
は
、
皆
な
明
智
に
し
て
而
し
て
忠
信
、
寬
厚
に

し
て
而
し
て
人
を
愛
し
、
賢
を
尊
び
て
而
し
て
士
を
重
ん
じ
、
從
を
約
し
て

衡
よ
り
離
れ
、

・
魏
・
燕
・
楚
・
齊
・
趙
・
宋
・
衞
・
中
山
の
衆
を
兼
す
。

あ
は

是
に
於
い
て
六
國
の
士
に
、

越
・
徐
尚
・
蘇
秦
・
杜
赫
の
屬
有
り
て
之
が

と

か
く

謀
を
爲
し
、
齊
明
・
周
最
・
陳
軫
・
召
滑
・
樓
緩
・
翟
景
・
蘇
厲
・
樂
毅
の

し
ゅ
う
し
ゅ

徒
あ
り
て
其
の
意
を
通
じ
、
寞
起
・
孫
褥
・
帶
佗
・
兒
良
・
王
廖
・
田
忌
・

廉
頗
・
趙
奢
の

朋

あ
り
て
其
の
兵
を
制
し
て
、
檬
て
十
倍
の
地
・
百
萬
の

と
も
が
ら

師
を
以
て
、
牘
を
仰
ぎ
て
而
し
て
秦
を
攻
め
た
り
。

【
現
代
語
譯
】

こ
の
時
、
齊
に
孟
嘗
君
、
趙
に
平
原
君
、
楚
に
春
申
君
、
魏
に
信
陵
君
が
い

た
。
こ
の
四
君
は
、
い
ず
れ
も
智
力
す
ぐ
れ
て
真
心
が
あ
り
、
思
い
や
り
が

あ
っ
て
人
を
よ
く
愛
し
、
賢
者
・
士
を
尊
重
し
て
、
合
從
を
約
束
し
て
連
衡

か
ら
離
招
し
、
韓
・
魏
・
燕
・
楚
・
齊
・
趙
・
宋
・
衞
・
中
山
の
人
々
を
合

わ
せ
た
。
こ
の
時
、
六
國
の
士
に
は
、
甯
越
・
徐
尚
・
蘇
秦
・
杜
赫
の
よ
う

な
者
が
い
て
謀
略
を
め
ぐ
ら
し
、
齊
明
・
周
最
・
陳
軫
・
召
滑
・
樓
緩
・
翟

景
・
蘇
厲
・
樂
毅
と
い
っ
た
人
達
は
そ
の
意
志
を
通
じ
合
い
、
寞
起
・
孫
臏

・
帶
佗
・
兒
良
・
王
廖
・
田
忌
・
廉
頗
・
趙
奢
な
ど
は
そ
の
軍
を
指
揮
し
て
、

秦
に
十
倍
す
る
地
・
百
萬
の
軍
隊
を
率
い
て
、
關
を
仰
い
で
秦
を
攻
め
た
の

で
あ
る
。

（
１
）
「
之
」
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
は
『
之
』
無
し
」
と
言
う
。
兩
京
遺
編
本
は
「
之
」
字

無
し
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
羣
書
治
要
』
・
『
賈
長
沙
集
』
は
「
當
是
時
」
に
作
る
。

王
耕
心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
は
『
當
是
時
』
に
作
る
も
、
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家

も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

（
２
）「
檬
」
、『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
盧
本
は
「
嘗
」
、

『
文
選
』
・
『
羣
書
治
要
』
は
「
甞
」
、
程
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』
・
四
庫
全
書
本
・
王

謨
本
は
「
掟
」
に
作
る
。

（
３
）「
趙
」
、
朱
本
は
「

」
に
作
る
。

（
４
）
「
君
」
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
、
『
君
』
は
『
賢
』
に
作
る
」
と
言
う
。
『
漢
書
』
陳
勝

項
籍
傳
・
『
藝
文
類
聚
』
・
兩
京
遺
編
本
は
「
賢
」
に
作
る
。
王
耕
心
は
「
漢
書
、
『
君
』

は
『
賢
』
に
作
る
も
、
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
諸
家
も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍

る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
下
に
「
尊
賢
而
重
士
」
と
あ
れ
ば
、
こ
こ
は
「
四

、

君
」
の
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

（
５
）「
智
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
は
「
知
」
に
作
る
。

（
６
）
「
而
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
兩
京
遺
編
本
・
盧
本
・

王
耕
心
本
は
無
し
。
『
史
記
』
陳
渉
世
家
・
『
文
選
』
・
『
羣
書
治
要
』
・
何
本
・
程
本
・
子

彙
本
・
朱
本
・
『
賈
長
沙
集
』・
四
庫
全
書
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
有
り
。
王
耕
心
は
「
史

記
陳
渉
世
家
・
文
選
は
『
賢
』
下
に
『
而
』
字
有
る
も
、
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
秦
始
皇

本
紀
・
漢
書
も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。

祁
玉
章
も
「
『
尊
賢
重
士
』
と
『
約
從
離
衡
』
と
は
對
文
な
れ
ば
、
當
に
『
而
』
字
有
る
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べ
か
ら
ず
。
史
記
始
皇
本
紀
・
漢
書
陳
勝
傳
・
文
選
過
秦
論
及
び
盧
本
は
即
ち
並
び
に

『
而
』
字
無
け
れ
ば
、
當
に
據
り
て
刪
る
べ
し
」
と
言
う
（
『
賈
子
新
書
校
釋
』
）
。
し
か

し
、
こ
こ
で
は
「
尊
賢
」
と
「
重
士
」
と
は
四
君
の
性
格
を
表
し
た
も
の
で
、
「
明
智
而

忠
信
」
「
寬
厚
而
愛
人
」
と
並
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
陳
渉
世
家
・
『
文
選
』
等

に
據
っ
て
「
而
」
を
補
う
。

（
７
）
「
離
衡
」
、
盧
文
弨
は
「
建
本
、
『
連
衡
』
に
作
る
は
、
非
な
り
。
今
、
潭
本
に
從

、

へ
ば
、
始
皇
本
紀
と
合
す
」
と
言
う
。
『
史
記
』
陳
渉
世
家
は
「
連
衡
」
、
『
漢
書
』
陳
勝

、

項
籍
傳
・
『
文
選
』
は
「
離
橫
」
、
『
藝
文
類
聚
』
は
「
連
橫
」
、
『
羣
書
治
要
』
・
程
本
・
子

、

、
、

彙
本
は
「
離
濃
」
、
兩
京
遺
編
本
は
「
離
横
」
に
作
る
。
王
耕
心
は
「
史
記
陳
渉
世
家
、『
離
』

、

、

は
『
連
』
に
作
り
、
漢
書
・
文
選
、
『
衡
』
は
『
橫
』
に
作
る
も
、
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、

諸
家
も
同
じ
。
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
「
連

衡
」
と
は
、
司
馬
貞
が
言
う
よ
う
に
、
「
六
國
に
存
き
て
、
連
衡
し
て
而
し
て
秦
に
事
」

え
さ
せ
る
こ
と
（
『
史
記
索
隱
』
、
張
儀
列
傳
）
。
從
っ
て
、
こ
こ
で
は
「
離
衡
」
が
正
し

い
。

（
８
）
「
兼
」
、
盧
文
弨
は
「
建
本
は
『
兼
』
字
を
招
す
」
と
言
う
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本

紀
・
『
羣
書
治
要
』
・
『
賈
長
沙
集
』
は
「
并
」
、
兩
京
遺
編
本
・
四
庫
全
書
本
は
「
嵩
」
に

作
る
。
王
耕
心
は
「
始
皇
本
紀
、
『
兼
』
は
『
幷
』
に
作
る
は
、
義
亦
た
未
だ
安
か
ら
ず
。

今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
『
存
文
解
字
』
に
は
「
兼
は
、

幷
な
り
」
と
有
る
が
、
今
、
原
文
に
據
る
。

（
９
）
「

魏
燕
楚
齊
趙
宋
衞
中
山
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
「

魏
燕
趙
宋
衞
中
山
」

、
、

に
作
る
。
盧
文
弨
は
「
潭
本
、
『
燕
趙
』
は
『
燕
楚
齊
趙
』
に
作
り
、
始
皇
本
紀
と
同
じ
」

と
言
う
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
何
本
は
「
韓
魏
燕
楚
齊
趙
宋
衞
中
山
」
、
陳
渉
世
家
・

、

、
、

『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
羣
書
治
要
』
・
盧
本
・
和
刻
本
は
「
韓
魏
燕
趙
宋
衞
中
山
」
、『
文

、

選
』
・
程
本
・
子
彙
本
は
「
韓
魏
燕
趙
宋
衛
中
山
」
、
『
藝
文
類
聚
』
は
「
韓
魏
燕
楚
宋
衞

、

、

、

、

中
山
」
、
兩
京
遺
編
本
・
『
賈
長
沙
集
』
は
「
韓
魏
燕
楚
齊
趙
宋
衛
中
山
」
、
朱
本
は
「
韓

、

、
、

、

、

魏
燕

宋
衞
中
山
」
、
四
庫
全
書
本
・
王
謨
本
は
「
韓
魏
燕
趙
宋
衛
中
山
」
、
王
耕
心
本
は

、

、

「
韓
魏
燕
趙
齊
楚
宋
衞
中
山
」
に
作
る
。
劉
師
培
（
一
八
八
四
～
一
九
一
九
）
は
「
案
ず

、

、
、

る
に
『
魏
』
・
『
趙
』
の
二
字
、
疑
ふ
ら
く
は
衍
文
に
係
ら
ん
。
知
れ
る
は
、
上
文
『
齊
に

孟
嘗
有
り
、
趙
に
平
原
有
り
、
楚
に
春
申
有
り
、
魏
に
信
陵
有
り
』
と
あ
り
、
又
た
『
從

を
約
し
て
衡
よ
り
離
る
』
と
言
へ
ば
、
是
れ
齊
・
趙
・
楚
・
魏
の
四
國
は
已
に
前
に
見
ゆ

る
を
。
此
の
文
に
『
兼
』
と
云
ひ
、
史
記
秦
始
皇
本
紀
は
『
並
（
幷
）
』
に
作
り
、
均
し

く
及
與
の
詞
と
爲
せ
ば
、
則
ち
均
し
く
四
國
以
外
の
國
な
り
。
惟
だ
此
に
『
齊
』
・
『
楚
』

無
き
は
、
尚
ほ
後
儒
妄
增
の
迹
を
考
す
る
に
足
れ
り
。
並
び
に
史
記
の
『
魏
・
楚
・
趙
・

齊
』
の
四
字
も
亦
た
俗
增
よ
り
出
で
し
を
證
す
る
に
足
れ
り
。
風
俗
通
義
皇
覇
篇
に
、
『
當

此
之
時
、
齊
有
孟
嘗
、
趙
有
平
原
、
楚
有
春
申
、
魏
有
信
陵
。
此
四
豪
者
、
皆
明
智
而
忠

信
、
寛
厚
而
愛
人
。
兼
韓
・
魏
・
燕
・
趙
・
宋
・
衞
・
中
山
之
衆
』
と
曰
ひ
し
は
、
僅
か

に
『
魏
』
・
『
趙
』
の
二
字
を
衍
す
る
も
、
亦
た
『
齊
』・
『
楚
』
無
し
、
是
れ
其
の
證
な
り
。

又
た
下
文
の
『
六
國
』
は
三
晉
・
齊
・
楚
・
燕
を
指
し
、
『
九
國
』
と
言
ふ
は
則
ち
合
は

す
に
宋
・
衞
・
中
山
を
以
て
す
。
當
に
史
記
索
隱
の
存
に
从
ふ
べ
し
」
と
述
べ
る
（
『
賈

子
新
書
斠
補
』
卷
上
）
。
し
か
し
、
清
の
王
念
孫
（
一
七
四
四
～
一
八
三
二
）『
讀
書
雜
志
』

卷
四
は
「
史
記
秦
始
皇
紀
は
『
燕
』
の
下
に
『
楚
齊
』
二
字
有
り
、
是
な
り
。
下
文
に
兩

た
び
『
九
國
之
師
』
と
言
ひ
、
又
た
『
陳
涉
之
位
不
齒
於
齊
楚
燕
趙
韓
魏
宋
衛
中
山
之
君
』

と
云
へ
る
は
、
是
れ
其
の
證
な
り
。
今
本
の
漢
書
及
び
史
記
陳
涉
世
家
・
賈
子
・
文
選
は

並
び
に
『
楚
齊
』
の
二
字
を
招
す
」
と
言
い
、
王
耕
心
は
「
盧
本
に
『
齊
楚
』
の
字
無
く
、

史
記
陳
渉
世
家
・
漢
書
・
文
選
も
同
じ
。
惟
だ
秦
始
皇
本
紀
の
み
『
幷
韓
魏
燕
楚
齊
趙
宋

衞
中
山
之
衆
』
に
作
る
。
丁
先
生
曰
く
、
『
「
齊
楚
」
無
き
は
皆
な
脱
文
な
り
。
近
世
、
上
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元
の
梅
郎
中
、
此
の
句
を
校
正
す
る
こ
と
文
の
ご
と
し
』
と
。
是
な
り
。
今
、
改
正
す
」

と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
こ
こ
に
言
う
「
丁
先
生
」
と
は
、
丁
嘉
瑋
、
順
天
大

興
の
人
、
道
光
二
四
年
に
長
樂
縣
（
現
在
の
福
建
省
福
州
市
）
の
縣
丞
に
な
っ
た
王
耕
心

の
舅
氏
で
、
『
賈
子
校
議
』
一
卷
の
著
が
あ
っ
た
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
、
緒
記
下
）
。
「
梅

郎
中
」
と
は
、
清
の
梅
曾
亮
（
一
七
八
六
～
一
八
五
六
）
、
江
蘇
上
元
の
人
で
あ
る
。
祁

玉
章
が
「
劉
存
は
未
だ
允
な
ら
ず
。
此
の
文
は
乃
ち
孟
嘗
・
平
原
等
四
君
及
び
其
の
率
ゐ

る
所
の
韓
・
魏
・
燕
・
齊
・
楚
・
趙
・
宋
・
衛
・
中
山
等
の
國
の
師
旅
、
力
を
合
は
せ
て

以
て
秦
を
攻
む
る
を
言
ふ
に
、
其
の
聲
勢
の
大
な
る
を
亟
言
す
。
若
し
劉
存
の
ご
と
く
、

『
魏
』
・
『
趙
』
並
び
に
衍
文
に
係
り
て
而
し
て
之
を
刪
去
す
れ
ば
、
則
ち
僅
か
に
燕
・
韓

・
宋
・
衛
・
中
山
五
國
の
衆
を
餘
す
の
み
に
し
て
、
惟
だ
其
の
指
を
失
ふ
こ
と
有
る
の
み

な
ら
ず
、
且
つ
下
文
の
兩
た
び
『
九
國
の
師
』
と
言
ひ
し
と
も
、
亦
た
相
ひ
應
じ
ず
、
當

に
王
（
念
孫
）
存
に
依
り
て
史
記
に
從
ひ
『
楚
・
齊
』
の
二
字
を
增
補
す
る
を
是
と
爲
す

べ
し
」
と
言
う
（
『
賈
子
新
書
校
釋
』
）
。
今
、
王
念
孫
等
に
從
い
、
「
楚
・
齊
」
の
二
字
を

補
う
。

（
１
０
）「
國
」、
兩
京
遺
編
本
は
「

」
に
作
る
。

（
１
１
）
「

」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
は
「
寧
」
、
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳

・
盧
本
・
王
耕
心
本
は
「
甯
」
、
『
文
選
』
・
『
羣
書
治
要
』
は
「
寗
」
、
兩
京
遺
編
本
・
王

謨
本
・
和
刻
本
は
「

」
に
作
る
。
司
馬
貞
は
「
寧
越
は
、
趙
人
な
り
、
賈
誼
は
『
甯
越
』

に
作
る
」
と
言
う
か
ら
に
は
、
唐
代
の
『
賈
誼
新
書
』
に
は
「
甯
越
」
と
作
っ
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
王
耕
心
は
「
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
史
記
秦
始
皇
本
紀
も
同
じ
。
別

本
史
記
は
亦
た
『
安
寍
』
の
『
寍
』
に
作
る
。
漢
書
藝
文
志
に
『

』
に
作
る
。
愚
按
ず

る
に
、
文
の
ご
と
し
、
是
な
り
。
今
、
原
文
に
仍
る
。
（
後
略
）
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』

校
詁
一
）
。
「
越
」
、
朱
本
は
「

」
に
作
る
。
ま
た
、
徐
廣
は
「
『
越
』
、
一
に
『
經
』
に

作
る
。
或
ひ
は
自
ら
別
に
此
の
人
有
ら
ば
、
必
ず
し
も
甯
越
な
ら
ざ
ら
ん
か
」
と
言
う
（
『
史

記
集
解
』
）
。
今
、
原
文
に
據
る
。

（
１
２
）
「
蘇
」
、
程
本
は
「
蘓
」
、
朱
本
は
「
躋
」
に
作
る
。

（
１
３
）
「
屬
」
、
四
部
叢
刊
本
・
兩
京
遺
編
本
・
四
庫
全
書
本
は
「
属
」
に
作
る
。
今
、

改
め
る
。

（
１
４
）
「
謀
」
下
に
盧
本
は
「
主
」
字
有
り
。
盧
文
弨
は
「
史
記
は
『
主
』
字
無
し
」

と
言
う
。
王
耕
心
は
「
盧
本
、
『
謀
』
下
に
『
主
』
字
有
る
も
、
諸
家
は
無
し
。
是
な
り
。

今
、
刪
正
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）。

（
１
５
）「
最
」
、『
史
記
』
陳
渉
世
家
は
「
冣
」
に
作
る
。
な
お
、『
羣
書
治
要
』
で
は
「
齊

明
周
最
」
の
四
字
無
し
。

（
１
６
）「
召
滑
」
、
盧
文
弨
は
「
始
皇
本
紀
は
『
昭
滑
』
に
作
り
、
潭
本
同
じ
」
と
言
う
。

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
兩
京
遺
編
本
・
王
耕
心
本
は
「
昭
」
、
陳
渉
世
家
は
「
邵
」
に

作
る
。
張
守
節
は
「
邵
は
、
『
昭
』
に
作
る
」
と
言
う
（
『
史
記
正
義
』
、
陳
渉
世
家
）
。
王

耕
心
は
「
盧
本
、
『
昭
』
は
『
召
』
に
作
り
、
漢
書
・
文
選
も
同
じ
。
史
記
秦
始
皇
本
紀

は
文
の
ご
と
く
、
陳
渉
世
家
は
『
邵
』
に
作
る
。
愚
按
ず
る
に
、
諸
家
各
の
異
な
れ
る
も
、

惟
だ
司
馬
貞
、
滑
を
㠯
て
楚
人
と
爲
せ
ば
、
當
に
『
昭
』
に
作
る
を
㠯
て
是
と
爲
す
べ
し
。

昭
・
屈
・
景
は
皆
な
楚
の
公
族
な
る
を
㠯
て
な
り
。
今
、
改
正
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次

詁
』
校
詁
一
）
。
な
お
、
『
羣
書
治
要
』
で
は
「
召
滑
」
の
二
字
無
し
。

（
１
７
）
「
樓
」
、
『
羣
書
治
要
』
は
「
楼
」
に
作
る
。

（
１
８
）
「
蘇
」
、
程
本
・
四
庫
全
書
本
は
「
蘓
」
、
朱
本
は
「
躋
」
に
作
る
。

（
１
９
）
「
褥
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
盧
本
・

王
耕
心
本
は
「
臏
」
に
作
る
。

（
２
０
）
「
帶
」
、
程
本
・
王
謨
本
は
「
嘸
」
、
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
は
「

」
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に
作
る
。

（
２
１
）「
佗
」
、『
史
記
』
陳
渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
他
」
、
和
刻
本
は
「
侘
」

に
訛
る
。
な
お
、
『
羣
書
治
要
』
で
は
「
帶
佗
」
の
二
字
無
し
。

（
２
２
）
「
兒
」
、
四
部
叢
刊
本
は
も
と
「
倪
」
に
作
る
が
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
陳

渉
世
家
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
文
選
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
朱
本
・
四
庫
全

書
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
兒
」
、
『
賈
長
沙
集
』
は
「
皃
」
に
作
る
。
王

耕
心
は
「
盧
本
、
『
兒
』
は
『
倪
』
に
作
る
も
、
諸
本
は
文
の
ご
と
し
。
愚
按
ず
る
に
、

古
本
に
て
は
倪
氏
は
皆
な
兒
に
作
り
、
讀
む
こ
と
倪
の
ご
と
く
す
。
五
兮
の
切
な
り
。
倪

は
乃
ち
後
出
の
字
な
り
。
呂
氏
春
秋
も
亦
た
『
兒
』
に
作
る
。
是
な
り
。
今
、
改
正
す
」

と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
今
、
「
兒
」
に
改
め
る
。
な
お
、
『
羣
書
治
要
』
で
は

「
兒
良
王
廖
」
の
四
字
無
し
。

（
２
３
）「
廉
」、
程
本
・
兩
京
遺
編
本
は
「
粫
」、
四
庫
全
書
本
は
「

」
に
作
る
。

（
２
４
）
「
趙
」
、
朱
本
は
「

」
に
作
る
。
な
お
、
『
羣
書
治
要
』
で
は
「
趙
奢
」
の
二

字
無
し
。

（
２
５
）
「
朋
」
、
四
部
叢
刊
本
は
「
属
」
に
作
り
、
四
庫
全
書
本
は
「
屬
」
に
作
る
が
、

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
羣
書
治
要
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙

本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
朋
」
に
作
る
。
ま
た
、
盧
文

弨
は
「
史
記
、
『
朋
』
は
『
倫
』
に
作
る
」
と
言
う
。
確
か
に
、
『
史
記
』
陳
渉
世
家
・
『
文

選
』
・
『
賈
長
沙
集
』・
王
耕
心
本
は
「
倫
」
に
作
り
、
王
耕
心
は
「
盧
本
、『
倫
』
は
『
朋
』

に
作
り
、
史
記
秦
始
皇
本
紀
・
漢
書
も
同
じ
。
陳
渉
世
家
・
文
選
は
皆
な
文
の
ご
と
し
。

是
な
り
。
今
、
改
正
す
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
『
存
文
解
字
』
に

「
倫
は
、
輩
な
り
」
と
有
る
。
今
、
秦
始
皇
本
紀
に
據
っ
て
「
朋
」
に
改
め
る
。
な
お
、

『
藝
文
類
聚
』
帝
王
部
一
（
總
載
帝
王
）
所
引
の
過
秦
論
で
は
「
於
是
六
國
之
士
～
制
其

弊
」
を
缼
く
。

（
２
６
）
「
檬
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
・
『
羣
書
治
要
』
・
『
賈

長
沙
集
』
は
「
常
」
、『
文
選
』
は
「
甞
」
、
程
本
・
朱
本
・
四
庫
全
書
本
・
王
謨
本
は
「
掟
」
、

盧
本
。
和
刻
本
は
「
嘗
」
に
作
る
。

（
２
７
）
「
以
」
、
王
耕
心
本
は
「
㠯
」
に
作
る
。

（
２
８
）
「
十
」
、
『
史
記
』
陳
渉
世
家
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
本

・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
は
「
什
」
に
作
る
。
王
耕
心
は
「
盧
本
、
『
十
』
は
『
什
』

に
作
り
、
史
記
陳
渉
世
家
も
同
じ
。
秦
始
皇
本
紀
・
漢
書
・
文
選
は
皆
な
文
の
ご
と
し
。

是
な
り
。
今
、
改
正
す
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）。

（
２
９
）
「
師
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
文
選
』
・
何
本
・
程
本
・
子
彙
本
・
四
庫
全

書
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
和
刻
本
・
王
耕
心
本
は
「
衆
」
に
作
り
、
盧
文
弨
は
「
潭
本
、

陳
渉
世
家
に
從
ひ
て
『
師
』
に
作
る
」
と
言
う
。
『
史
記
』
陳
渉
世
家
・
『
藝
文
類
聚
』
・

四
部
叢
刊
本
・
兩
京
遺
編
本
も
「
師
」
、
『
漢
書
』
陳
勝
項
籍
傳
は
「
軍
」
に
作
る
。
王
耕

心
は
「
史
記
陳
渉
世
家
、
『
衆
』
は
『
師
』
に
作
り
、
漢
書
は
『
軍
』
に
作
る
。
盧
本
は

文
の
ご
と
く
、
秦
始
皇
本
紀
・
文
選
も
同
じ
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次

詁
』
校
詁
一
）
。
「
衆
」
「
師
」
「
軍
」
の
い
ず
れ
で
も
大
差
無
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
下
文

に
「
（
陳
渉
）
將
數
百
之
衆
」
、「
謫
戍
之
衆
、
非
抗
九
國
之
師
也
」
と
有
り
、
九
國
の
「
師
」

と
陳
渉
の
「
衆
」
が
對
比
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
取
れ
る
。
今
、
原
文
に
據
る
。

（
３
０
）
「
仰
」
、
何
孟
春
は
「
『
仰
』
、
一
に
『
叩
』
に
作
る
」
と
言
う
（
『
訂
註
賈
太
傅

新
書
』
）
。
盧
文
弨
は
「
始
皇
本
紀
は
『
叩
關
』
に
作
り
、
潭
本
は
『
扣
關
』
に
作
る
。
小

司
馬

謂
ふ
、
『
仰
』
字
是
な
り
、
と
」
と
言
う
。
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
『
文
選
』
・
『
羣

書
治
要
』
・
兩
京
遺
編
本
・
『
賈
長
沙
集
』
は
「
叩
」
に
作
る
。
李
善
は
「
孔
安
國
論
語
注

に
曰
く
、
『
叩
は
、
撃
な
り
』
と
。
『
叩
』
、
或
ひ
は
『
仰
』
と
爲
す
。
秦
の
地
高
し
、
故

に
仰
ぎ
て
之
を
攻
む
る
を
言
へ
る
な
り
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。
司
馬
貞
は
「
『
仰
』
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字
は
亦
た
『
卬
』
に
作
る
も
、
並
び
に
音
は
仰
な
り
。
秦
の
地
形
高
し
、
故
に
並
び
仰
ぎ

關
門
に
向
か
ひ
て
而
し
て
秦
を
攻
む
る
を
謂
ふ
な
り
。
『
叩
』
字
に
作
る
有
る
は
、
非
な

り
」
と
言
い
（
『
史
記
索
隱
』
、
陳
渉
世
家
）
、
顏
師
古
も
「
秦
の
地
形
は
高
く
し
て
、
而

し
て
諸
侯
の
兵
の
關
中
を
攻
め
ん
と
欲
す
る
者
は
皆
な
仰
ぎ
嚮
ふ
、
故
に
『
關
を
仰
ぐ
』

と
云
へ
る
な
り
。
今
の
流
俗
の
書
本
、
『
仰
』
字
、
『
叩
』
に
作
る
は
、
非
な
り
」
と
述
べ

て
い
る
（
『
漢
書
』
注
）
。
王
耕
心
は
「
史
記
秦
始
皇
本
紀
・
文
選
、
『
仰
』
は
『
叩
』
に

作
る
も
、
盧
本
は
文
の
ご
と
く
、
陳
渉
世
家
・
漢
書
も
同
じ
。
愚
按
ず
る
に
、
司
馬
貞
・

顏
師
古
皆
な
謂
ふ
、
『
秦
の
地
高
く
、
攻
む
る
者
は
皆
な
仰
ぎ
撃
つ
』
と
。
さ
す
れ
ば
則

ち
『
仰
』
に
作
る
を
㠯
て
是
と
爲
さ
ん
。
近
世
、
桐
城
の
姚
氏
鼐
は
『
叩
關
・
開
關
は
文

義
相
承
く
』
と
謂
ひ
、
『
叩
』
字
を
用
い
る
を
主
と
せ
り
。
然
れ
ど
も
『
仰
』
に
作
る
は

服
に
地
形
を
見
せ
ば
、
古
義
を
存
す
。
㠯
て
開
く
が
爲
に
、
必
ず
叩
く
を
待
つ
は
、
疏
な

り
。
今
、
原
文
に
仍
る
」
と
言
う
（
『
賈
子
次
詁
』
校
詁
一
）
。
姚
鼐
（
一
七
三
一
～
一
八

一
五
）
は
、
安
徽
桐
城
の
人
。

（
３
１
）
「
牘
」
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
・
何
本
・
程
本
・
朱
本
・
盧
本
・
王
謨
本
・
王

耕
心
本
は
「
關
」
、
『
羣
書
治
要
』
は
「
関
」
、
四
庫
全
書
本
は
「
的
」
に
作
る
。

【
孟
檬
】
顏
師
古
は
「
孟
嘗
君
田
文
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
孟
嘗
君
（
？

～
前
二
七
九
）
に
つ
い
て
、
『
史
記
』
孟
嘗
君
列
傳
に
は
「
孟
嘗
君
、
名
は
文
、

姓
は
田
氏
な
り
。
文
の
父
は
靖
郭
君
田
嬰
と
曰
ふ
。
田
嬰
は
、
齊
の
威
王
の
少

子
に
し
て
而
し
て
齊
の
宣
王
の
庶
弟
な
り
」
と
有
る
。
父
嬰
の
死
後
薛
公
を
繼

ぎ
、
齊
や
魏
の
相
と
な
っ
た
。
か
つ
て
秦
に
囚
わ
れ
て
殺
害
さ
れ
そ
う
に
な
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
秦
を
怨
ん
で
い
た
と
言
う
。
『
荀
子
』
臣
道
は
、
孟
嘗
君

を
「
簒
臣
」
と
す
る
が
、『
呂
氏
春
秋
』
不
侵
は
「
賢
主
は
必
ず
自
ら
士
を
知
る
、

故
に
士
は
力
を
盡
く
し
て
智
を
竭
く
し
、
直
言
し
て
交
も
爭
ひ
て
、
而
し
て
其

の
患
を
辭
さ
ざ
る
は
、
豫
讓
・
公
孫
弘
是
れ
な
り
。
是
の
時
に
當
た
り
て
や
、

智
伯
・
孟
嘗
君
之
を
知
れ
り
」
と
言
う
。
な
お
、
中
井
積
德
は
「
『
齊
有
孟
嘗
』

以
下
の
二
十
餘
人
、
世
に
並
ば
ざ
る
者
多
し
。
皆
な
口
に
任
せ
て
存
き
出
だ
し

た
る
も
の
に
し
て
、
考
据
有
る
に
非
ず
」
と
言
う
（
『
史
記
雕
題
』
）
。

【
平
原
】
顏
師
古
は
「
平
原
君
趙
勝
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
平
原
君
（
？

～
前
二
五
一
）
に
つ
い
て
、『
史
記
』
平
原
君
虞
卿
列
傳
は
「
平
原
君
趙
勝
と
は
、

趙
の
諸
公
子
な
り
。
諸
子
中
、
勝
は
最
も
賢
く
、
賓
客
を
喜
び
、
賓
客
は
蓋
し

至
る
者
は
數
千
人
な
り
。
平
原
君
は
趙
の
惠
文
王
及
び
孝
成
王
に
相
た
り
、
三

た
び
相
を
去
り
て
、
三
た
び
位
に
復
し
、
東
武
城
に
封
ぜ
ら
る
」
と
言
う
。
趙

の
武
靈
王
の
子
、
惠
文
王
の
弟
で
あ
る
。
『
荀
子
』
臣
道
に
「
能
く
知
を
比
は
せ

あ

力
を
同
じ
く
し
、
群
臣
百
吏
を
率
ゐ
て
而
し
て
相
ひ
與
に
君
を
彊
い
君
を
撟
め

し

た

て
、
君
は
安
か
ら
ず
と
雖
も
、
聽
か
ざ
る
能
は
ざ
ら
し
め
、
遂
に
は
以
て
國
の

大
患
を
解
き
、
國
の
大
害
を
除
き
て
、
君
を
尊
び
國
を
安
ず
る
を
成
す
こ
と
有

り
、
之
を
輔
と
謂
ふ
。（
中
略
）
平
原
君
の
趙
に
於
け
る
は
輔
と
謂
ふ
べ
し
」
と

言
う
。

【
春
申
】
顏
師
古
は
「
春
申
君
黃
歇
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。
春
申
君
（
？

～
前
二
三
八
）
に
つ
い
て
、
『
史
記
』
春
申
君
列
傳
は
「
春
申
君
は
、
楚
の
人
な

り
、
名
は
歇
、
姓
は
黃
氏
な
り
。
游
學
し
て
博
聞
、
楚
の
頃
襄
王
に
事
ふ
」
と

言
う
。
楚
の
相
を
務
め
た
が
最
期
は
李
園
に
殺
害
さ
れ
た
。

【
信
陵
】
顏
師
古
は
「
公
子
無
忌
、
信
陵
君
と
爲
る
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。

信
陵
君
（
？
～
前
二
四
四
）
に
つ
い
て
、
『
史
記
』
魏
公
子
列
傳
は
「
魏
公
子
無

忌
は
、
魏
の
昭
王
の
少
子
に
し
て
而
し
て
魏
の
安
釐
王
の
異
母
弟
な
り
。
昭
王

薨
じ
、
安
釐
王
卽
位
し
て
、
公
子
を
封
じ
て
信
陵
君
と
爲
す
」
と
言
う
。『
荀
子
』
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臣
道
に
「
能
く
君
の
命
に
も
抗
し
、
君
の
重
を
竊
み
、
君
の
事
に
反
し
て
、
以

て
國
の
危
を
安
ん
じ
、
君
の
辱
を
除
き
、
功
伐
は
以
て
成
國
の
大
利
を
成
す
に

足
る
こ
と
有
る
は
、
之
を
拂
と
謂
ふ
。（
中
略
）
信
陵
君
の
魏
に
於
け
る
や
、
拂

と
謂
ふ
べ
し
」
、
「
忠
の
順
な
る
に
通
ず
る
と
、
險
の
平
な
る
を
權
る
と
、
禍
亂

の
聲
に
從
ふ
と
、
三
者
は
明
主
に
非
ざ
れ
ば
之
を
能
く
知
る
莫
き
な
り
。
爭
ひ

て
然
る
後
に
善
く
、
戾
り
て
然
る
後
に
功
あ
り
、
生
死
に
私
無
く
、
忠
を
致
し

も
と

て
而
し
て
公
な
り
、
夫
れ
是
れ
を
之
忠
の
順
を
通
ず
と
謂
ふ
。
信
陵
君
之
に
似

た
り
」
と
言
う
。
前
二
四
七
年
、
信
陵
君
は
五
國
の
兵
を
率
い
て
、
河
外
に
秦

軍
を
破
り
、
函
谷
關
ま
で
押
し
寄
せ
て
い
る
。
劉
歆
『
七
略
』
に
「
魏
公
子
兵

法
二
十
一
篇
、
圖
七
卷
」
が
有
り
（
『
史
記
集
解
』
、
魏
公
子
列
傳
）
、
『
漢
書
』
藝

文
志
（
兵
家
）
に
は
「
魏
公
子
二
十
一
篇
」
と
著
錄
さ
れ
て
い
る
。『
賈
誼
新
書
』

に
は
胎
教
に
「
魏
に
公
子
無
忌
有
り
て
、
而
し
て
削
地
復
せ
り
」
と
有
る
。

【
尊
賢
而
重
士
】『
史
記
』
呂
不
韋
列
傳
に
は
「
是
の
時
に
當
た
り
、
魏
に
信
陵

君
有
り
、
楚
に
春
申
君
有
り
、
趙
に
平
原
君
有
り
、
齊
に
孟
嘗
君
有
り
て
、
皆

な
士
に

下

り
賓
客
を
喜
び
て
以
て
相
ひ
傾
く
」
と
有
り
、
平
原
君
虞
卿
列
傳

へ
り
く
だ

に
は
「
是
の
時
、
齊
に
孟
嘗
有
り
、
魏
に
信
陵
有
り
、
楚
に
春
申
有
り
、
故
に

爭
ひ
相
ひ
傾
き
て
以
て
士
を
待
す
」
、
遊
俠
列
傳
に
も
「
近
世
延
陵
・
孟
嘗
・
春

申
・
平
原
・
信
陵
の
徒
は
、
皆
な
王
者
の
親
屬
な
る
に
因
り
、
土
有
る
の
卿
相

の
富
厚
を
藉
り
て
、
天
下
の
賢
者
を
招
き
、
名
を
諸
侯
に
顯
せ
ば
、
賢
な
ら
ざ

る
者
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
言
う
。
し
か
し
、
揚
雄
『
法
言
』
に
は
「
或
る
ひ

と
問
へ
り
、
『
信
陵
・
平
原
・
孟
嘗
・
春
申
は
益
あ
り
し
か
』
と
。
曰
く
、
『
上

は
其
の
政
を
失
ひ
、
奸
臣
は
國
命
を
竊
む
、
何
れ
に
其
れ
益
あ
ら
ん
か
』
と
」

と
言
う
。

【
約
從
離
衡
】
合
從
を
約
束
し
て
、
連
衡
か
ら
離
れ
る
の
意
。
司
馬
貞
は
「
孟

嘗
等
四
君
皆
な
其
の
國
の
爲
に
共
に
相
ひ
に
結
を
約
し
て
從
を
爲
し
て
、
以
て

秦
の
橫
よ
り
離
散
せ
ん
と
せ
し
を
言
ふ
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇

本
紀
）
。
李
善
も
ま
た
、
「
諸
侯
約
を
結
び
て
從
を
爲
し
、
以
て
秦
の
橫
よ
り
分

離
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。
顏
師
古
は
「
從
と
爲
る
を
約

誓
し
て
、
以
て
橫
と
爲
る
よ
り
分
離
せ
ん
と
欲
す
。
橫
は
秦
を
謂
ふ
な
り
。
從

は
音
は
子
容
の
反
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。『
戰
國
策
』
秦
策
一
に
は
「
從

を
約
し
て
橫
を
散
じ
て
、
以
て
強
秦
を
抑
へ
し
む
」
と
有
る
。

【
六
國
】
司
馬
貞
は
「
六
國
と
は
、
韓
・
魏
・
趙
・
燕
・
齊
・
楚
、
是
れ
な
り
。

秦
と
七
國
と
爲
し
、
亦
た
之
を
七
雄
と
謂
ふ
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇

本
紀
）
。
『
新
語
』
に
は
「
蘇
秦
・
張
儀
は
、（
中
略
）
六
國
に
相
た
り
て
、
六
君

に
事
ふ
」（
懷
慮
）
、
『
賈
誼
新
書
』
に
は
「
夫
れ
秦
は
日
夜
深
く
惟
ひ
て
、
心
を

苦
し
め
力
を
竭
く
し
て
、
以
て
六
國
の
憂
を
除
く
」（
權
重
）
、
「
六
國
を
檢
し
、

た
お

天
下
を
兼
ぬ
」（
時
變
）
、
「
天
子
の
制
は
陛
下
に
在
り
、
今
大
諸
侯
は
其
の
力
多

く
、
因
り
て
關
を
建
て
て
而
し
て
之
に
備
ふ
は
、
秦
時
の
六
國
に
備
へ
し
が
ご

と
き
な
り
」（
壹
通
）
な
ど
と
有
る
。

【

越
】
司
馬
貞
は
「
寧
越
は
、
趙
の
人
な
り
、
賈
誼
は
『
甯
越
』
に
作
る
」

と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
。
『
呂
氏
春
秋
』
博
志
に
「
甯
越
は
、
中

牟
の
鄙
人
な
り
」
、
「
孔
・
墨
・
甯
越
は
、
皆
な
布
衣
の
士
な
り
」
と
有
る
。
し

か
し
、「
甯
越
は
文
武
を
用
い
る
を
知
る
と
謂
ふ
べ
し
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
『
呂

氏
春
秋
』
不
廣
）
。
ま
た
、
『
漢
書
』
藝
文
志
（
儒
家
）
に
「
甯
越
一
篇
」
と
有
る

よ
う
に
著
作
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
『
淮
南
子
』
道
應
に
も
、
「
甯
越
」
と
齊
の
桓

公
と
の
對
話
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
「
甯
戚
」
の
誤
り
（
何
寧
『
淮
南
子
集
釋
』
）

で
あ
る
。
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【
徐
尚
】
司
馬
貞
・
李
善
と
も
に
「
徐
尚
は
、
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
」
と
言
う

が
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
・
『
文
選
』
注
）
、
呉
雲
・
李
春
台
は
「
宋
の
人
」（
『
賈

誼
集
校
注
』
）
、
饒
東
原
・
李
爾
鋼
・
方
向
東
は
共
に
「
宋
國
の
人
」
と
し
て
い
る

（
『
新
譯
新
書
讀
本
』
・
『
新
書
全
譯
』
・
『
賈
誼
集
匯
校
集
解
』
）
。

【
蘇
秦
】
『
史
記
』
蘇
秦
列
傳
に
「
蘇
秦
は
、
東
周
雒
陽
の
人
な
り
」
と
有
り
、

司
馬
貞
は
こ
れ
を
引
い
て
い
る
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
。
蘇
秦
は
、
鬼
谷

先
生
に
師
事
し
、
合
從
存
を
存
い
た
遊
存
家
・
政
治
家
。
そ
の
事
蹟
は
『
戰
國

策
』
に
も
散
見
す
る
。
蘇
代
・
蘇
厲
は
弟
。
『
荀
子
』
臣
道
に
は
「
故
に
聖
臣
を

用
い
る
者
は
王
た
り
、
功
臣
を
用
い
る
者
は
彊
く
、
簒
臣
を
用
い
る
者
は
危
く
、

態
臣
を
用
い
る
者
は
亡
ぶ
。（
中
略
）
故
に
齊
の
蘇
秦
、
楚
の
州
侯
、
秦
の
張
儀

は
、
態
臣
と
謂
ふ
べ
き
者
な
り
」
と
言
い
、
『
呂
氏
春
秋
』
知
度
に
「
桀
は
羊
辛

を
用
い
、
紂
は
惡
來
を
用
い
、
宋
は
駃
唐
を
用
い
、
齊
は
蘇
秦
を
用
い
て
、
而

し
て
天
下
は
其
の
亡
ぶ
を
知
る
な
り
」
と
有
る
。
一
方
、
『
新
語
』
に
は
「
蘇
秦

は
諸
侯
よ
り
も
尊
く
、
商
鞅
は
西
秦
よ
り
も
顯
る
」（
輔
政
）
や
「
蘇
秦
・
張
儀

は
、
身
は
位
よ
り
尊
く
、
名
は
世
に
顯
れ
、
六
國
に
相
た
り
て
、
六
君
に
事
へ
、

威
は
山
東
に
振
る
ひ
、
諸
侯
に
橫
存
す
る
に
、
國
ご
と
に
辭
を
異
に
し
、
人
ご

と
に
意
を
異
に
し
て
、
弱
を
合
し
て
而
し
て
彊
を
制
し
、
橫
を
持
し
て
而
し
て

縱
を
御
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
内
に
堅
計
無
く
、
身
は
定
名
無
く
、
功
業
は
平
ら

か
な
ら
ず
、
中
道
に
し
て
而
し
て
廢
し
、
身
は
凡
人
の
手
に
死
し
て
、
天
下
の

笑
ふ
所
の
者
と
爲
る
は
、
乃
ち
辭
語
一
な
ら
ず
し
て
、
而
し
て
情
欲
放
佚
な
る

に
由
る
が
故
な
り
」
と
言
う
（
懷
慮
）
。
ま
た
、
枚
乘
は
「
昔
者
、
秦
は
西
の
か

た
胡
戎
の
難
を
舉
げ
、
北
の
か
た
楡
中
の
關
を
備
へ
、
南
の
か
た
羌
筰
の
塞
を
距ま

も

り
、
東
の
か
た
六
國
の
從
に
當
た
る
。
六
國
は
信
陵
の
籍
に
乘
じ
て
、
蘇
秦
の

約
を
明
ら
か
に
し
、
荊
軻
の
威
を
厲
ま
し
、
力
を
幷
せ
心
を
一
に
し
て
以
て
秦

は
げ

に
備
ふ
。
然
れ
ど
も
秦
は
卒
に
六
國
を
禽
に
し
、
其
の
社
稷
を
滅
ぼ
し
、
而
し

て
天
下
を
幷
せ
し
は
、
是
れ
何
ぞ
や
。
則
ち
地
利
同
じ
か
ら
ず
し
て
、
而
し
て

民
の
輕
重
等
し
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
漢
書
』
賈
鄒
枚
路
傳
）
。

【
杜
赫
】
『
呂
氏
春
秋
』
諭
大
の
「
杜
赫
存
周
昭
文
君
以
安
天
下
」
句
に
、
高
誘

は
「
杜
赫
は
、
周
の
人
、
杜
伯
の
後
な
り
」
と
注
し
（
『
呂
氏
春
秋
』
高
誘
注
）
、

司
馬
貞
・
李
善
も
こ
れ
を
引
く
（
『
史
記
索
隱
』、
秦
始
皇
本
紀
・
『
文
選
』
注
）
。
『
淮

南
子
』
道
應
に
も
同
じ
話
が
有
り
、
『
戰
國
策
』
に
も
名
が
見
え
る
。

【
齊
明
】
司
馬
貞
は
「
戰
國
策
の
齊
明
は
、
東
周
の
臣
に
し
て
、
後
に
秦
・
楚

及
び
韓
に
仕
ふ
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
。
高
誘
は
「
齊
明
は
、

東
周
の
臣
な
り
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
所
引
）
。
鮑
彪
は
「
疑
ふ
ら
く
は
楚
人
な

ら
ん
、
兩
た
び
楚
策
に
見
ゆ
」
と
言
う
が
、
楚
策
の
他
に
、
東
周
策
・
齊
策
・

趙
策
・
韓
策
に
も
見
え
る
。
そ
の
た
め
、
呉
師
道
は
「
明
徴
無
し
。
注
例
に
て

は
國
姓
を
以
て
す
る
者
は
皆
な
其
の
國
の
人
な
れ
ば
、
齊
明
豈
に
齊
人
と
爲
す

べ
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
故
に
大
事
記
に
止
だ
『
當
時
の
辯
士
な
り
』
と
云
ふ
の
み
」

と
言
う
（
『
戰
國
策
』
校
注
）
。

【
周
最
】
司
馬
貞
は
「
周
最
は
、
周
の
公
子
に
し
て
、
亦
た
秦
に
仕
ふ
」
と
言

う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
。
『
戰
國
策
』
東
周
策
・
西
周
策
・
秦
策
・
趙

策
・
魏
策
・
韓
策
・
『
呂
氏
春
秋
』
處
方
に
も
名
が
見
え
る
。
高
誘
は
「
周
最
は
、

周
君
の
子
な
り
、
齊
に
仕
ふ
」
と
言
い
、
李
善
は
「
字
林
に
曰
く
、『
「
最
」
は
、

才
勾
の
切
な
り
』
と
」
と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。
ま
た
、
「
冣
」（
『
史
記
』
陳
渉
世

家
）
に
つ
い
て
、
張
守
節
は
「
音
は
聚
な
り
」
と
言
い
、
呉
師
道
は
「
『
最
』
は
、

史
に
『
聚
』
に
作
る
」
と
言
う
（
『
戰
國
策
校
注
』
）
。
「
周
冣
」
は
、
『
史
記
』
周

本
紀
に
「
（
王
赧
）
四
十
五
年
、
周
君
之
秦
客
謂
周
冣
曰
」
云
々
と
有
り
、
司
馬

貞
は
「
『
冣
』
は
、
音
は
詞
喩
の
反
な
り
、
周
の
公
子
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
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隱
』
）
。
「
周
聚
」
も
、
周
本
紀
に
「
（
王
赧
）
五
十
八
年
、
齊
重
、
則
固
有
周
聚
以

收
齊
」
と
有
り
、
徐
廣
は
「
一
に
『
冣
』
に
作
る
。
冣
も
亦
た
古
の
聚
字
な
り
」

と
言
い
（
『
史
記
集
解
』
）
、
周
冣
・
周
聚
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。

張
守
節
は
「
按
ず
る
に
、
周
聚
は
齊
に
事
へ
て
而
し
て
齊
・
周
を
和
す
、
故
に

齊
の
重
ん
ず
る
を
得
」
と
言
う
（
『
史
記
正
義
』
）
。
後
に
、
祝
（
親
）
弗
・
呂
禮
と

の
政
爭
に
敗
れ
て
、
齊
か
ら
放
逐
さ
れ
た
こ
と
が
、『
史
記
』
孟
嘗
君
列
傳
や
『
戰

國
策
』
に
見
え
て
い
る
。

【
陳
軫
】
『
戰
國
策
』
楚
策
一
に
「
陳
軫
は
、
夏
の
人
な
れ
ば
、
三
晉
の
事
を
習

ふ
」
と
有
り
、
司
馬
貞
も
「
陳
軫
は
、
夏
の
人
に
し
て
、
亦
た
秦
に
仕
ふ
」
と

言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
。
『
史
記
』
張
儀
列
傳
に
は
「
陳
軫
と
は
、

游
存
の
士
な
り
。
張
儀
と
俱
に
秦
の
惠
王
に
事
へ
、
皆
な
貴
重
せ
ら
れ
て
、
寵

を
爭
ふ
。
（
中
略
）
秦
に
居
る
こ
と
期
年
に
し
て
、
秦
の
惠
王

終
に
張
儀
を
相

と
す
れ
ば
、
而
ち
陳
軫
は
楚
に
奔
る
」
と
言
う
。
故
に
高
誘
は
「
陳
軫
は
、
夏

の
人
に
し
て
、
秦
に
仕
へ
、
亦
た
楚
に
も
仕
ふ
な
り
」
と
言
う
（
『
戰
國
策
』
注
、

秦
策
一
）
。

【
召
滑
】
司
馬
貞
は
「
昭
滑
は
、
楚
人
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇

本
紀
）
。
顏
師
古
は
「
『
召
』
は
讀
み
て
『
邵
』
と
曰
ふ
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。

李
善
は
「
『
召
』
は
讀
み
て
『
邵
』
と
曰
ふ
。
『
滑
』
は
音
は
字
に
依
る
」
と
言

う
（
『
文
選
』
注
）
。
『
韓
非
子
』
内
儲
存
下
に
「
干
象
曰
く
、
『
前
時
、
王
（
楚
の

懷
王
）
は
邵
滑
を
し
て
越
に
之
か
せ
、
五
年
に
し
て
而
し
て
能
く
越
を
亡
ぼ
せ

ゆ

り
。（
後
略
）
』
」
、
『
史
記
』
樗
里
子
甘
茂
列
傳
に
も
「
且
つ
王
は
前
に
嘗
て
召
滑

を
越
に
用
い
て
、
而
し
て
内
に
章
義
の
難
を
行
は
し
む
れ
ば
、
越
國
亂
る
、
故

に
楚
は
南
の
か
た
厲
門
を
塞
ぎ
て
而
し
て
江
東
を
郡
と
す
」
と
有
り
、
司
馬
貞

は
「
召
滑
は
内
心
は
猜
詐
な
る
も
、
外
は
則
ち
佯
り
て
恩
義
を
章
ら
か
に
し
て
、

卒
に
禍
心
を
包
藏
し
、
楚
に
搆
難
す
る
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
）
。

【
樓
緩
】
司
馬
貞
は
「
樓
緩
は
、
魏
の
文
侯
の
弟
、
所
謂
る
樓
子
な
り
」
と
言

う
が
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
、
瀧
川
龜
太
郎
が
「
魏
文
は
周
の
威
王
の
時

初
め
て
封
ぜ
ら
る
れ
ば
、
其
の
弟
樓
季
、
何
ぞ
六
國
の
時
に
及
ぶ
を
得
ん
」
と

否
定
し
、
錢
穆
「
魏
文
侯
禮
賢
考
」
も
文
侯
の
弟
は
樓
季
で
あ
る
か
ら
別
人
だ

と
指
摘
し
て
い
る
（
『
先
秦
諸
子
繋
年
』
）
。
ま
た
、
『
韓
非
子
』
難
一
に
は
「
昔
、

魏
は
樓
・
翟
を
兩
用
し
て
而
し
て
西
河
を
亡
ふ
」
と
有
り
、
舊
注
は
「
樓
緩
・

翟
璜
な
り
」
と
す
る
が
、
こ
れ
も
『
戰
國
策
』
魏
策
に
據
れ
ば
「
樓
鼻
・
翟
強
」

の
誤
り
だ
と
す
る
（
顧
廣
圻
）
。
し
か
し
高
誘
が
「
樓
緩
は
、
魏
の
相
な
り
」
と

言
う
の
は
（
『
文
選
』
注
引
）
、
『
韓
非
子
』
に
據
っ
た
か
。
『
史
記
』
穰
侯
列
傳
に

「
趙
の
人
樓
緩

來
た
り
て
秦
に
相
た
り
」
と
有
り
、
鮑
彪
も
「
趙
の
人
な
り
」

と
言
う
（
『
戰
國
策
校
注
』
）
。
『
史
記
』
秦
本
紀
に
「
（
昭
襄
王
）
十
年
、
薛
文

金

を
以
て
免
を
受
け
、
樓
緩

相
と
爲
る
」
と
言
う
。
秦
の
昭
襄
王
九
年
（
前
二
九

四
、
秦
本
紀
は
誤
り
）
か
ら
二
年
間
、
孟
嘗
君
に
代
わ
っ
て
秦
の
相
を
務
め
た
が

免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
呂
氏
春
秋
』
舉
難
が
「
季
成
・
翟
璜
」
と
し
、

先
述
の
『
韓
非
子
』
が
「
樓
・
翟
」
と
竝
舉
し
、
過
秦
論
の
論
述
が
必
ず
し
も

歷
史
的
事
實
に
基
づ
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
樓
緩
」
は
本
來
「
樓
季
」

で
は
な
か
っ
た
か
。

【
翟
景
】
司
馬
貞
・
李
善
共
に
「
翟
景
は
、
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
」
と
言
う
（
『
史

記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
・
『
文
選
』
注
）
。
王
念
孫
は
「
翟
景
は
、
卽
ち
戰
國
策
の

翟
強
な
り
。
楚
策
に
『
魏
の
相
翟
強
死
す
』
と
云
ひ
、
魏
策
に
『
魏
王
の
用
い

る
所
の
者
、
樓
熨
・
翟
強
な
り
』
と
云
ひ
（
『
讀
書
雜
志
』
）
、
又
た
『
翟
強
は
齊

・
秦
を
合
し
て
楚
を
外
に
す
る
者
な
り
』
と
云
ふ
。
景
・
強
は
聲
近
け
れ
ば
相

ひ
通
ず
」
と
言
う
。
呉
雲
・
李
春
台
・
饒
東
原
が
「
魏
の
人
」（
『
賈
誼
集
校
注
』

『賈誼新書』譯註稿（一）過秦上（１）（工藤）
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・
『
新
譯
新
書
讀
本
』
）
、
李
爾
鋼
が
「
魏
國
の
人
」（
『
新
書
全
譯
』
）
と
し
て
い
る
の

は
、
こ
れ
に
據
っ
た
も
の
か
。
方
向
東
は
王
存
を
支
持
し
て
い
る
（
『
賈
誼
集
匯

校
集
解
』
）
。
梁
玉
繩
は
「
翟
景
は
、
疑
ふ
ら
く
は
卽
ち
趙
策
の
翟
章
な
ら
ん
」

と
言
う
（
『
史
記
志
疑
』
）
。
あ
る
い
は
翟
璜
（
黃
）
か
。
『
韓
非
子
』
内
儲
存
下
に

「
翟
璜
は
、
魏
王
の
臣
な
る
も
、
而
も
韓
に
善
く
し
、
乃
ち
韓
兵
を
召
し
て
之

を
し
て
魏
を
攻
め
し
め
、
因
り
て
請
ひ
て
魏
王
の
爲
に
之
を
搆
へ
て
以
て
自
重

す
る
な
り
」
と
有
り
、
外
儲
存
左
下
に
も
「
功
を
以
て
賞
を
受
く
れ
ば
、
臣
は

君
を
德
と
せ
ず
、
翟
璜
は
右
契
を
操
り
て
而
し
て
軒
に
乘
る
」
と
言
う
。
ま
た
、

と

『
呂
氏
春
秋
』
舉
難
に
は
「
魏
の
文
侯
の
弟
を
季
成
と
曰
ひ
、
友
を
翟
璜
と
曰

ふ
。
文
侯
之
を
相
と
せ
ん
と
欲
す
る
も
而
も
未
だ
決
す
る
能
は
ず
し
て
、
以
て

李
克
に
問
ひ
た
り
。
李
克
は
對
へ
て
曰
く
、
『
君

相
を
置
か
ん
と
欲
す
れ
ば
、

則
ち
樂
騰
と
王
孫
苟
端
と
孰
れ
が
賢
き
か
と
問
へ
』
と
。
文
侯
曰
く
、
『
善
し
』

と
。
王
孫
苟
端
を
以
て
不
肖
と
爲
す
も
、
翟
璜
之
を
進
む
。
樂
騰
を
以
て
賢
と

爲
し
て
、
季
成
は
之
を
進
む
。
故
に
季
成
を
相
と
せ
り
」
と
有
り
、
類
話
は
『
韓

詩
外
傳
』
卷
三
・
『
史
記
』
魏
世
家
に
も
見
え
る
。
ま
た
、
『
呂
氏
春
秋
』
自
知

に
は
「
上
は
主
の
心
に
順
ひ
て
以
て
賢
を
顯
す
者
は
、
其
れ
唯
だ
翟
黃
の
み
な

る
か
」
と
言
う
。「
黃
」
と
「
景
」
と
は
字
形
が
似
て
い
る
の
で
、
後
人
が
誤
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
蘇
厲
】
『
史
記
』
蘇
秦
列
傳
に
「
蘇
秦
の
弟
を
（
蘇
）
代
と
曰
ひ
、
代
の
弟
は

蘇
厲
な
り
」
と
有
り
、
司
馬
貞
は
「
蘇
厲
は
、（
蘇
）
秦
の
弟
に
し
て
、
齊
に
仕

ふ
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
。

【
樂
毅
】
司
馬
貞
は
「
樂
毅
は
、
本
と
齊
の
臣
な
る
も
、
燕
に
入
り
、
燕
の
昭

王

客
禮
を
以
て
之
を
待
し
て
、
以
て
亞
卿
と
爲
す
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、

秦
始
皇
本
紀
）
。
『
史
記
』
樂
毅
列
傳
に
「
樂
毅
は
、
其
の
先
祖
を
樂
羊
と
曰
ふ
。

樂
羊
は
魏
の
文
侯
の
將
と
爲
り
、
伐
ち
て
中
山
を
取
れ
ば
、
魏
文
侯

樂
羊
を
封

ず
る
に
靈
壽
を
以
て
す
。
樂
羊
死
し
て
、
靈
壽
に
葬
れ
ば
、
其
の
後
の
子
孫
も

家
に
因
れ
り
。（
中
略
）
樂
毅
は
賢
に
し
て
、
兵
を
好
め
ば
、
趙
の
人
之
を
舉
ぐ
」

と
有
る
。
し
か
し
、
趙
の
武
靈
王
の
死
後
は
魏
に
行
き
、
さ
ら
に
燕
の
昭
王
の

窮
狀
を
聞
き
つ
け
て
燕
へ
と
赴
い
て
、
齊
の
七
十
餘
城
を
攻
略
し
た
が
、
昭
王

死
後
は
再
び
趙
へ
復
し
て
い
る
。
『
賈
誼
新
書
』
胎
教
に
「
燕
の
昭
王
は
郭
隗
を

得
て
、
而
し
て
鄒
衍
・
樂
毅
齊
魏
よ
り
至
る
。
是
に
於
い
て
兵
を
舉
げ
て
而
し

て
齊
を
攻
め
、
閔
王
を
莒
に
棲
ま
は
せ
り
」
と
有
る
。

【
呉
起
】
司
馬
貞
は
「
呉
起
は
、
衞
の
人
に
し
て
、
魏
の
文
侯
に
事
へ
て
將
と

爲
る
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始
皇
本
紀
）
。
呉
起
（
前
四
四
〇
～
前
三
八
一
）

に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
孫
子
呉
起
列
傳
に
「
呉
起
は
、
衞
の
人
な
り
、
用
兵
を

好
む
」
と
有
り
、
『
韓
非
子
』
外
儲
存
右
上
に
は
「
衛
の
左
氏
の
中
人
な
り
」
と

有
る
。
嘗
て
曾
子
に
學
び
（
『
呂
氏
春
秋
』
當
染
）
、
魯
君
に
仕
え
て
い
た
が
、
後

に
魏
に
仕
え
た
。
そ
の
際
、
李
克
は
「
（
呉
）
起
は
貪
に
し
て
而
し
て
色
を
好
む
、

然
れ
ど
も
兵
を
用
い
れ
ば
、
司
馬
穰
苴
も
過
ぐ
能
は
ず
」
と
述
べ
て
い
る
（
孫

子
呉
起
列
傳
）
。
そ
の
後
、
魏
の
將
と
し
て
秦
の
五
城
を
抜
い
た
り
、
西
河
の
守

と
し
て
「
廉
平
」
「
節
廉
」
「
賢
者
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
も
、
文
侯
の
子

武
侯
に
疑
わ
れ
て
楚
に
出
奔
。
楚
の
悼
王
に
重
用
さ
れ
て
、
「
法
を
明
ら
か
に
し

て
令
を
審
ら
か
に
し
、
不
急
の
官
を
捐
て
、
公
族
疏
遠
の
者
を
廢
し
て
、
以
て

戰
鬭
の
士
を
撫
養
」
し
た
が
、
悼
王
の
死
後
に
楚
の
宗
室
・
大
臣
達
に
射
殺
さ

れ
た
。
し
か
し
、
『
墨
子
』
親
士
に
は
「
呉
起
の
裂
」
、
『
韓
非
子
』
和
氏
に
「
悼

王
之
を
行
ふ
こ
と
期
年
に
し
て
而
し
て
薨
じ
、
呉
起
は
楚
に
枝
解
せ
ら
る
」
、『
韓

詩
外
傳
』
卷
一
に
「
呉
起
は
刑
を
削
し
く
し
て
而
し
て
車
裂
に
あ
ふ
」
、
『
淮
南

き
び

子
』
で
も
主
術
に
「
呉
起
・
張
儀
は
、
智

孔
墨
に
若
か
ざ
る
も
、
而
も
萬
乘
の
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君
を
爭
ふ
、
此
れ
其
の
車
裂
支
解
さ
る
る
所
以
な
り
」
、
繆
稱
に
も
「
呉
起
は
刻

削
に
し
て
車
裂
せ
ら
る
」
と
有
る
。
『
漢
書
』
藝
文
志
（
兵
家
）
に
は
「
呉
起
四

十
八
篇
」
の
著
錄
が
有
る
。

【
孫
褥
】
司
馬
貞
は
「
孫
臏
は
、
孫
武
の
後
な
り
」
と
言
い
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦

始
皇
本
紀
）
、
顏
師
古
は
「
『
臏
』
は
音
は
頻
忍
の
反
な
り
」
と
言
う
（
『
漢
書
』
注
）
。

『
史
記
』
孫
子
呉
起
列
傳
に
「
孫
武
既
に
死
し
て
、
後
百
餘
艢
し
て
孫
臏
有
り
。

臏
は
阿
・
鄄
の
閒
に
生
れ
、
臏
は
亦
た
孫
武
の
後
世
の
子
孫
な
り
。
孫
臏
は
嘗

て
龐
涓
と
俱
に
兵
法
を
學
ぶ
」
と
有
る
。
孫
臏
は
齊
の
軍
師
と
し
て
桂
陵
・
馬

陵
で
魏
を
破
り
、
天
下
に
名
聲
を
博
し
た
。
『
呂
氏
春
秋
』
不
二
に
「
孫
臏
は
勢

を
貴
ぶ
」
と
有
り
、
高
誘
は
「
孫
臏
は
、
楚
の
人
に
し
て
、
齊
の
臣
と
爲
る
」

と
言
う
（
『
呂
氏
春
秋
』
注
）
。
『
漢
書
』
藝
文
志
（
兵
家
）
に
は
「
齊
孫
子
八
十
九

篇
」
と
有
り
、
一
九
七
二
年
に
山
東
省
臨
沂
市
銀
雀
山
か
ら
漢
簡
と
し
て
出
土

し
て
い
る
。

【
帶
佗
】
顏
師
古
は
「
他
（
佗
）
は
音
は
徒
何
の
反
な
り
」
と
言
い
（
『
漢
書
』

注
）
、
李
善
も
「
帶
佗
は
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ず
。『
佗
』
は
音
は
徒
何
の
切
な
り
」

と
言
う
（
『
文
選
』
注
）
。
王
念
孫
は
「
案
ず
る
に
、
易
林
益
の
臨
に
『
帶
季
・
兒

良
は
、
權
兵
を
明
知
し
、
師
を
將
ゐ
て
合
戰
す
れ
ば
、
敵
は
當
た
る
能
は
ず
。

趙
・
魏
は
以
て
彊
し
』
と
云
ふ
。
帶
季
は
、
卽
ち
帶
佗
に
し
て
、
帶
佗
・
兒
良

は
趙
・
魏
の
將
た
り
。
故
に
『
趙
・
魏
は
以
て
彊
し
』
と
曰
ふ
。
但
、
未
だ
孰

れ
が
趙
將
た
り
て
、
孰
れ
が
魏
將
た
り
し
か
を
知
ら
ざ
る
の
み
」
と
言
う
（
『
讀

書
雜
志
』
）
。
呉
雲
・
李
春
台
・
饒
東
原
・
李
爾
鋼
・
方
向
東
は
い
ず
れ
も
「
楚

將
」
だ
と
す
る
（
『
賈
誼
集
校
注
』
・
『
新
譯
新
書
讀
本
』
・
『
新
書
全
譯
』
・
『
賈
誼
集
匯
校

集
解
』
）
。

【
兒
良
・
王
廖
】
司
馬
貞
は
「
呂
氏
春
秋
に
『
王
廖
は
先
を
貴
び
、
兒
良
は
後

を
貴
ぶ
』
と
曰
ひ
、
二
人
は
皆
な
天
下
の
豪
士
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、

秦
始
皇
本
紀
）
。
そ
の
『
呂
氏
春
秋
』
不
二
の
注
に
、
高
誘
は
「
王
廖
は
兵
事
を

謀
る
に
、
先
を
貴
び
て
策
を
建
つ
な
り
。
兒
良
は
兵
謀
を
作
す
に
、
後
を
貴
ぶ
」

と
述
べ
て
い
る
（
『
呂
氏
春
秋
』
注
）
。
顏
師
古
は
「
『
兒
』
は
音
は
五
奚
の
反
な

り
。
『
廖
』
は
音
は
廖
な
り
」
と
言
い
（
『
漢
書
』
注
）
、
李
善
は
「
『
兒
』
は
五
兮

の
切
な
り
。『
廖
』
は
力
彫
の
切
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
。『
漢
書
』
藝
文
志
（
兵

家
）
に
は
「
兒
良
一
篇
」
が
著
錄
さ
れ
て
い
る
。
呉
雲
・
李
春
台
・
饒
東
原
・

李
爾
鋼
・
方
向
東
い
ず
れ
も
、
倪
良
を
越
將
、
王
廖
を
齊
將
と
し
て
い
る
（
『
賈

誼
集
校
注
』
・
『
新
譯
新
書
讀
本
』
・
『
新
書
全
譯
』
・
『
賈
誼
集
匯
校
集
解
』
）
。

【
田
忌
】
司
馬
貞
は
「
田
忌
は
、
齊
の
將
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始

皇
本
紀
）
。
桂
陵
・
馬
陵
の
戰
で
は
齊
軍
を
率
い
た
。
『
戰
國
策
』
齊
策
に
よ
れ

ば
、
成
侯
騶
忌
と
不
仲
で
あ
っ
た
た
め
、
馬
陵
の
戰
の
後
に
楚
へ
と
出
奔
し
、

江
南
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
言
う
が
、『
史
記
』
で
は
、
田
忌
は
齊
の
威
王
三
五
年
（
前

三
二
二
）
に
一
度
は
出
奔
し
た
も
の
の
、
宣
王
二
年
（
前
三
一
八
）
に
復
歸
し
、

馬
陵
の
戰
を
指
揮
し
た
と
す
る
（
田
敬
仲
完
世
家
・
孟
嘗
君
列
傳
）
。
ま
た
、『
史
記
』

に
は
「
齊
威
王
・
宣
王
は
孫
子
・
田
忌
の
徒
を
用
い
て
、
而
し
て
諸
侯
は
東
面

し
て
齊
に
朝
す
」
と
有
る
（
孟
子
荀
卿
列
傳
）
。

【
廉
頗
】
司
馬
貞
は
「
廉
頗
は
、
趙
の
將
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦
始

皇
本
紀
）
。
『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
列
傳
に
は
「
廉
頗
は
、
趙
の
良
將
な
り
」
と

有
る
。
前
二
六
一
年
、
趙
は
廉
頗
を
將
軍
と
し
て
長
平
に
秦
を
防
が
せ
た
が
、

翌
年
、
秦
の
策
謀
に
よ
っ
て
廉
頗
が
趙
括
に
交
代
さ
せ
ら
れ
る
と
、
趙
軍
は
秦

軍
に
圍
ま
れ
て
降
伏
、
多
く
の
將
兵
が
生
き
埋
め
と
な
っ
て
い
る
（
長
平
の
戰
）
。

廉
頗
は
趙
の
惠
文
王
・
孝
成
王
に
仕
え
た
後
、
悼
襄
王
が
廉
頗
の
後
任
と
し
て

任
じ
た
樂
乘
を
攻
め
た
こ
と
で
、
魏
へ
と
亡
命
。
さ
ら
に
楚
に
招
か
れ
た
が
功
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績
を
舉
げ
る
こ
と
無
く
、
壽
春
で
亡
く
な
っ
た
。

【
趙
奢
】
司
馬
貞
は
「
趙
奢
も
亦
た
趙
の
將
な
り
」
と
言
う
（
『
史
記
索
隱
』
、
秦

始
皇
本
紀
）
。
も
と
は
趙
の
田
部
の
吏
と
し
て
租
税
の
徴
收
に
當
た
っ
て
い
た
が
、

平
原
君
に
賢
者
と
し
て
見
出
さ
れ
て
、
國
賦
を
管
理
す
る
よ
う
に
な
り
、
成
功

を
收
め
た
と
言
う
（
『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
列
傳
）
。
ま
た
、
趙
の
惠
文
王
二
十
九

年
（
前
二
七
〇
）
に
は
、
「
秦
・
韓
相
ひ
攻
め
て
、
而
し
て
閼
與
を
圍
む
。
趙
は

趙
奢
を
し
て
將
と
し
て
、
秦
を
擊
た
し
め
、
大
い
に
秦
軍
を
閼
與
の
下
に
破
れ

ば
、
號
を
賜
ひ
て
馬
服
君
と
」
な
っ
て
い
る
（
『
史
記
』
趙
世
家
）
。

（
過
秦
上

未
完
）
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